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はじめに   

共同募金運動の「運動性の回復」を 

共同募金運動は平成 28 年度に創設７０年を迎えました。終戦後間もない、復興を目指す我が国

において、敗戦による障害や貧困（傷痍軍人、戦災孤児、戦災未亡人等）の問題が山積する中、民

間の福祉を国民運動として高めていくことが当初の目標でした。しかし、長い歴史の中で、その運

動性が失われつつあることが、中央共同募金会 企画・推進委員会による「運動創設７０年答申」

においても指摘されています。「お金を集める」ことが目的化し、本来の共同募金の運動性が欠落し

たことが問題視されているのです。 

現代における共同募金運動の役割は、地域福祉を推進することが目的であると「社会福祉法」に

おいて規定されています。「自分たちのまちを自分たちでよくしたい！」「地域にある問題をほうっ

ておけない！」このような住民や当事者のボランタリーな問題意識を皮切りに、それをより多くの

方々に発信し、知っていただくことで「共感と参加の輪を広げる」ことが、運動の出発点となりま

す。 

そして、このような人や組織の思いを集め、解決に向けた話し合いや、具体的な活動を起こすの

が、「協議体」である社会福祉協議会の役割であり、その活動を後押しする資金の受け皿となる、「運

動体」としての共同募金という仕組みが存在しています。社会福祉協議会と共同募金が、地域福祉

の両輪となる意味がここにあります。 

高島市共同募金委員会は、平成２４年度から新たな理事会体制に移行し、平成２５年度から２７

年度までの３か年の「共同募金改革アクションプラン」を策定して、同プランに基づく取組みを進

めてきました。プラン策定に多くの住民、関係者が参加することで、共同募金の現状の問題を共有

し、その具体的な改善策を明確にすることができたことは、大きな成果になって現れると同時に、

さらなる改善点も明らかになり、まさにＰＤＣＡサイクルで改革が進んでいます。 

ここに第２次共同募金改革アクションプランが完成したことにより、高島市の地域福祉をさらに

発展させる道標となるよう、地域の暮らしの課題を直視し、本プランに基づく取組みを住民、関係

機関、行政の皆様と共に、運動として進めてまいります。 

 

平成 28 年 3 月 

高島市共同募金委員会 

会 長  林 俊博 
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赤い羽根共同募金は“じぶんの町をよくする募金”です。                                                

高島市で集まった募金の約 70％は、たかしまの町を良くしよう

と頑張っている団体へ助成され、残りの３０％は県内の広域で活

動する団体や福祉施設の改修、備品整備などに活用されます。 

また、大規模な災害が起こった際の備えとして、募金額の一部

を「災害等準備金」として積み立てています。この積み立ては、

大規模災害が起こった際に、災害ボランティア活動支援など、被

災地を応援するために使われています。（赤い羽根共同募金の運動

期間は１０月１日～１２月３１日までです。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見守りネットワーク活動を応援する“赤い羽根たかしま見守り募金”             
 
 赤い羽根たかしま見守り募金は、高島市内の区・自治会で展開されている見守りネットワーク活

動を資金面で応援するためのものです。高島市内で集められたこの募金の全額が高島市内の見守り

ネットワーク活動のために使われます。 

見守りネットワーク活動とは、子ども、ひとり暮らし高齢者、

障がいのある方、生きづらさを抱えた方など、見守りを必要とし

ている人を住民がお互いに気づかい、支え合う「お互いさま」の

地域をつくるまちづくり活動です。（赤い羽根たかしま見守り募

金の運動期間は１月１日～３月３１日までです。）  

   

約70％

高島市内の
地域福祉のために

約30％

滋賀県全体の地域福祉や災害に備え
るために使われます。 
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１．第 1 次高島市共同募金改革アクションプランの経過 

平成 25（2013）年 3 月に完成した、第 1 次高島市共同募金改革アクションプラン（平成 25

年度～平成 27 年度の 3 か年計画）に基づく取組みは以下のとおりです。 

平成２５（2013）年度 

5 月 たかしまの町を良くする助成金募集開始 

高島市共同募金委員会のブログを開設 

第１回監事会開催（平成 24 年度事業報告ならびに決算監査） 

第１回理事会開催（平成 24 年度事業報告ならびに決算報告について・助成金交付要綱の

一部改正） 

第１回評議員会開催（平成 24 年度事業報告ならびに決算報告について） 

助成金交付要綱の一部改正（改正内容：地域福祉重点事業助成金の追加） 

6 月 第 2 回理事会開催（マキノ町在原区応援募金募集要綱の制定について） 

マキノ町在原区応援募金の募集を開始 

7 月 役職員向け研修「寄付つき商品のつくり方講座」を開催 

社会貢献ビジネスセミナー売ってよし、買ってよし、高島の町よし、「三方よし」の寄付

つき商品のつくり方講座を開催 

募金百貨店プロジェクトの協賛企業の募集を開始 

8 月 

 

マキノ町在原区応援募金 贈呈式（2,892,353 円） 

第 3 回理事会開催（第５回赤い羽根全国ミーティングの開催について 

第１回審査委員会開催（平成 25 年度ボランティアグループ活動助成金及び福祉関係団体

助成金審査） 

第４回赤い羽根全国ミーティング in 東京にて次年度の高島市開催を告知 

9 月 台風 18 号による大雨・土砂災害が市内全域で発生  

高島市災害ボランティアセンターを滋賀県共同募金会の災害等準備金で支援 

10 月 募金百貨店プロジェクト合同調印式（ＮＰＯ法人アイ・コラボレーション高島様、エルブ

ライド寿光苑様、オオヤマホールディング(株) 道の駅「藤樹の里あどがわ」様、コティカ

フェ様、里山の小さな絵本屋 カーサ・ルージュ様、ソエダ(株)様、(有)大開建設様、タカ

ギ・フーズ(株)様、(有)谷仙商店様、淡海酢(有) 様、(有)とも栄菓舗様、(有)藤戸工務店様、

ＮＰＯ法人日本理美容福祉協会滋賀たかしまセンター様、(有)ライスステーションタカシ

マとっと工房様、(有)綿庄食料品店様）15 社 

街頭募金の啓発資材に福祉施設とコラボした「赤い羽根クッキー」を開発 

法人募金の啓発資材を福祉施設がつくる「おかえりテッシュ」に変更 

第１回改革検討委員会（助成方法の検討他） 

11 月 募金百貨店プロジェクト調印式（㈱アペックス様、コカ・コーラウエスト㈱様） 

第２回審査委員会開催（平成 25 年度歳末事業実施助成金審査） 
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12 月 募金百貨店プロジェクト調印式（NPO 法人ｅネットびわ湖高島様） 

1 月 期間拡大モデル事業「赤い羽根たかしま見守り募金」運動スタート（～3 月） 

募金百貨店プロジェクト調印式（そば処ひょうたん亭様） 

高島市共同募金委員会のホームページを開設（http://takashima-kyobo.org/） 

２月 第２回改革検討委員会開催（助成方法の検討他） 

３月 第４回理事会開催（助成金交付要綱の一部改正について・平成 26 年度事業計画ならびに

資金収支予算について） 

第２回評議員会開催（平成 26 年度事業計画ならびに資金収支予算について） 

平成２６（2014）年度 

4 月 募金百貨店プロジェクト調印式（㈱澤村様） 

 高島市共同募金委員会助成金交付要綱の一部改正（改正内容：①助成金の額は総事業費の

10 分の 10 とする。②年末年始地域たすけあい活動助成金名称変更並びに助成対象活動

期間の延長 ③実績報告書提出時に領収書の添付必須 ④地域福祉重点事業助成審査を

公開面接型審査とする） 

５月 第１回監事会開催（平成 25 年度事業報告ならびに決算監査） 

第１回理事会開催（平成 25 年度事業報告ならびに決算報告について） 

第１回評議員会開催（平成 25 年度事業計画ならびに決算報告について） 

6 月 第５回赤い羽根全国ミーティング in たかしま開催（参加者：639 名） 

7 月 募金百貨店プロジェクト調印式（炭焼きオヤジの会様、（（一社）めいどいんマキノ様） 

赤い羽根たかしま見守り募金による見守りネットワーク活動への助成を開始 

8 月 第１回審査委員会（平成 26 年度たかしまの町を良くする助成金、ボランティアグループ

活動助成金及び福祉関係団体助成金審査） 

たかしまのまちを良くする助成金 公開プレゼンテーション審査を実施 

9 月 区長・自治会長宛て、戸別募金依頼時に手書きメッセージを添える工夫を開始 

安曇川高校文化祭で啓発活動（募金百貨店プロジェクト㈲淡海酢様が参加） 

第２回理事会開催（平成 26 年度赤い羽根共同募金運動について） 

第１回改革検討委員会開催（高島市共同募金改革アクションプラン進捗状況について） 

10 月 募金百貨店プロジェクト調印式（㈱福井弥平商店様） 

11 月 第２回審査委員会開催（平成 26 年度年末年始地域たすけあい活動助成金審査） 

12 月 募金百貨店プロジェクト調印式（社会的ひきこもり家族の会みにとまと様） 

第２回評議員会開催（次期役員の選任について） 

1 月 募金百貨店プロジェクト調印式（オオヌマフーズ㈱様） 

第３回理事会開催（次期評議員の選任について） 

理事・評議員改選 

第４回理事会（会長ならびに副会長について） 

3 月 たかしま見守りフォーラムで赤い羽根たかしま見守り募金合同贈呈式を実施 
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第５回理事会開催（平成 27 年度事業計画ならびに資金収支予算について） 

第３回評議員会（平成 27 年度事業計画ならびに資金収支予算について） 

平成２７（2015）年度 

４月 募金百貨店プロジェクト調印式（㈱土井工務店様） 

5 月 第１回監事会開催（平成 26 年度事業報告ならびに決算監査） 

第１回理事会開催（平成 26 年度事業報告ならびに決算報告について・高島市共同募金改

革検討委員会の進め方について） 

第１回評議員会開催（平成 26 年度事業報告ならびに決算報告について） 

7 月 第６回赤い羽根全国ミーティング（東京）に理事、改革検討委員が参加 

第 1 回共同募金改革検討委員会開催（なぜ共同募金改革検討が必要なのか他） 

8 月 第２回理事会開催（平成 27 年度地域助成を財源にした助成について・平成 27 年度赤い

羽根共同募金運動について） 

第１回審査委員会開催（平成 27 年度たかしまの町を良くする助成金、ボランティアグル

ープ活動助成金及び福祉関係団体助成金審査） 

第 2 回共同募金改革検討委員会開催（募金について） 

9 月 職域募金の協力団体に、募金の使いみちアンケートを実施、運動資材を「じぶんの町を良

くするクッキー」に変更 

赤い羽根ポスター高島市オリジナル版作成 

安曇川高校文化祭で啓発活動（募金百貨店プロジェクト㈱澤村様が参加） 

第 3 回共同募金改革検討委員会開催（助成について） 

10 月 第 4 回共同募金改革検討委員会開催（広報について） 

11 月 第２回審査委員会開催（平成 27 年度年末年始地域たすけあい活動助成金審査） 

第３回理事会開催（平成 27 年度年末たすけあい募金を財源にした助成について） 

12 月 第 5 回共同募金改革検討委員会開催（新しい募金方法について） 

1 月 赤い羽根たかしま見守り募金で書き損じハガキ、未投函ハガキの募集を開始 

第 6 回共同募金改革検討委員会開催(第２次共同募金改革アクションプラン素案について) 

3 月 第 2 次共同募金改革アクションプラン完成 

第４回理事会開催（平成 28 年度事業計画ならびに資金収支予算について・退任に伴う評

議員の選任について） 

第２回評議員会開催（平成 28 年度事業計画ならびに資金収支予算について） 
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２．第 1 次高島市共同募金改革アクションプランの成果と課題        

第 1 次高島市共同募金改革アクションプランは、募金、助成、広報の３項目について、15 の改

革目標と 25 の具体的な行動を挙げました。①募金は８つの改革目標と 12 の具体的な行動、②助

成は３つの改革目標と５つの具体的な行動、③広報は４つの改革目標と８つの具体的な行動で構成

されています。3 年間の取組みを通しての成果と課題は以下のとおりです。 

 

１．じぶんの町を良くする募金                        

（１）戸別募金の強化 

 

①区役員や福祉推進委員会との連携強化 

【成果】 

・区役員や福祉推進委員会との連携強化を図るため、運動資材等を届ける社協職員に共同募金の役

割や仕組みについて学ぶ研修の機会を持ちました。また、区長、自治会長へ依頼の際には、手書

きのメッセージを添えるなどの工夫をしました。 

・全戸に配布する広報紙「募金のゆくえとけいかく」（滋賀県共通のオリジナル資材）に多くの助成

団体の皆さんの写真を掲載することで、共同募金の見える化に努めました。 

・平成２７年度の戸別募金実績額は前年度比で 10,125 円増加しました。 

【課題】 

・人口減少による、募金にご協力いただける戸数の減少や、高齢単身世帯の増加に伴い、区（自治

会）費等の免除を設けている地区もあり、依頼が困難な世帯が増えています。 

・また、１世帯あたりの目安額を示すことに賛否両論あり、あくまでも個人の意思による募金であ

るということから、世帯当たりの単価が下がっています。 

・戸別募金の協力方法には、募金袋を各戸に配って集める方法と、住民の合意のもとに、区・自治

会の会計から一括で届けていただく場合があります。会計一括の場合には一定額の募金が安定し

てご協力いただける利点がありますが、募金が増額することは見込めません。 

・サロンや見守りネットワーク活動等を通して、各区・自治会の地域福祉、共同募金への理解が深

まり、募金額が増加するような働きかけが必要です。 

 

◆【赤い羽根たかしま見守り募金からみる戸別募金】 

・戸別募金の減少の要因として、強制感がある、身近なことに使われている実感がない、福祉への

無関心といったことが挙げられます。そもそも、共同募金運動への共感に基づく寄付や活動への

参加を広げていくためには、地域の福祉課題を自分事として捉える地域や人を増やしていく必要

があります。 

・見守りネットワーク活動は、自分たちの集落の人口減少、過疎高齢化の現状を知り、孤立する高

齢者、障がい者、子どもなどへの見守りを通して、活動の必要性を実感し、自分たちの問題とし

て考えることから、住民参加が増え、活動も発展しています。 
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・また、見守りネットワーク活動は、「赤い羽根たかしま見守り募金」による助成を受けて活動して

いることから、住民の主体的な福祉活動と共同募金の関係が明確であるといえます。 

・そこで、「地域の福祉課題を自分事として捉える地域や人を増やしていく」取組みである見守りネ

ットワーク活動を通して、共同募金への理解や協力する意識が高まり、戸別募金額も増加したと

いうことが成立するかを検証してみました。 

・初年度（平成 23 年度）から、見守りネットワーク活動助成金の支援を受けて取組んでいる２４

区・自治会をサンプルとして、取組む前の年（平成 22 年度）と直近の平成 27 年度の戸別募金

実績額が、どのように変化したかを調べたところ下表のような結果となりました。 

・集計の結果、平成 23 年度から取組んでいる 24 区・自治会のうち、戸別募金が減少している区・

自治会は 13 地区（表Ａ～Ｎ）、増減無しが３地区（表Ｏ～Ｑ）、増加している地区が８地区（Ｒ

～Ｙ）となり、合計では▲93,069 円減少していました。 

・このように、見守りネットワーク取組み区・自治会の戸別募金実績額は、主体的な福祉活動が発

（円）

№ 区・自治会名 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 Ｈ22‐Ｈ27差額

1 Ａ 55,000 20,000 10,000 20,000 20,000 20,000 ▲ 35,000

2 Ｂ 104,200 88,446 67,627 79,732 75,600 70,462 ▲ 33,738

3 Ｃ 27,050 34,023 29,300 26,250 22,773 0 ▲ 27,050

4 Ｄ 92,600 77,050 71,600 75,570 76,873 77,050 ▲ 15,550

5 Ｆ 42,523 35,083 37,100 38,450 34,000 32,200 ▲ 10,323

6 Ｇ 52,000 49,000 47,000 48,000 49,000 43,000 ▲ 9,000

7 Ｈ 35,400 0 30,509 31,270 22,750 28,400 ▲ 7,000

8 Ｉ 10,000 13,000 11,547 10,680 6,850 6,000 ▲ 4,000

9 Ｊ 71,400 38,100 62,400 72,900 68,620 68,270 ▲ 3,130

10 Ｋ 30,000 28,000 29,000 28,000 25,000 27,000 ▲ 3,000

11 Ｌ 22,900 20,500 20,000 20,000 20,000 20,000 ▲ 2,900

12 Ｍ 51,114 41,720 49,180 37,200 41,250 48,500 ▲ 2,614

13 Ｎ 23,300 31,500 24,001 26,000 25,700 23,000 ▲ 300

14 Ｏ 35,000 35,000 35,000 35,000 35,000 35,000 0

15 Ｐ 53,000 53,000 53,000 53,000 53,000 53,000 0

16 Ｑ 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 0

17 Ｒ 22,100 18,000 18,000 26,700 17,900 22,600 500

18 Ｓ 156,784 178,285 145,524 161,860 110,402 158,122 1,338

19 Ｔ 10,000 10,000 10,000 10,500 10,000 15,000 5,000

20 Ｕ 0 10,500 9,000 6,000 4,000 6,000 6,000

21 Ｖ 5,500 17,350 16,800 27,000 16,200 16,200 10,700

22 Ｗ 56,570 55,370 66,610 55,880 62,810 67,470 10,900

23 Ｘ 24,750 21,000 15,300 36,700 26,850 36,025 11,275

24 Ｙ 80,700 84,360 83,100 87,350 84,400 95,523 14,823

1,065,891 963,287 945,598 1,018,042 912,978 972,822 ▲ 93,069合計

見守りネットワーク活動取り組み区における共同募金実績額の推移
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展し、福祉課題を発見する住民力が総体的に高まっているにも関わらず、共同募金の実績額は増

加しているところばかりではないことがわかりました。 

・なぜ、このような結果となったかについては、集落の人口減少等の要因なども含め、各区・自治

会の個別の事情等を調査する必要があります。特に戸別募金が増えた 8 地区には、なんらかの共

通要因があったのかといった検証が必要です。 

・「住民の福祉への理解の高まりが、共同募金の理解（参加）と比例する」ということが成立しなけ

れば、共同募金は運動ではなく、単なる資金集めのお願い型募金でしかありません。今後どのよ

うな働きかけが必要なのかをさらに検討する必要があります。 

 

（２）法人募金による社会貢献支援 

 

①社会貢献となる法人募金のしくみづくり 

【成果】 

・法人募金協力店の見える化を図るため、協力店に明示シールを平成２４年度より配布しました。 

・共同募金啓発資材は長年、「花の種」にしていましたが、平成２５年度より障がい者Ｂ型就労支援

事業所が取次店をしている箱テッシュ（おかえりティッシュ）に変更しました。 

・募金百貨店プロジェクトに取り組むことで、企業、商店の共同募金への理解が進みました。 

【課題】 

・募金百貨店プロジェクトにより、社会貢献としての一定の理解は進んだものの、強制感や他の募

金との重複感が拭いきれていません。 

 

②民生委員児童委員との連携強化 

【成果】 

・見守りネットワーク活動に、民生委員とともに取り組む区・自治会が増えていることから、その

活動を資金面で応援する共同募金の理解が進んでいます。 

【課題】 

・なぜ民生委員児童委員が、法人募金に協力するのかという説明が十分できていません。 

 

③新規協力法人の開拓 

【成果】 

・民生委員児童委員のご協力やダイレクトメールによる依頼により、数件ではあるものの新規協力

店が増えました。（ＤＭによる実績：Ｈ26 年度/1 社、平成 27 年度/2 社） 

【課題】 

・全市で新規協力法人の開拓はできていません。 

・平均年間１０店舗程度の廃業があり、協力依頼法人数が減っています。 

・依頼している法人には小規模店も含まれており、法人の規模に関わらず一律の依頼がいいのかと

いう課題があります。現在の依頼先リストの見直しが必要です。 
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（３）職域募金依頼先の拡大 

 

①多様な業種業界・法人への依頼 

【成果】 

・社会福祉法人の協力が増えました。 

・平成 27 年度より、使途選択のアンケートをおこない、また、募金額が増額している企業・団体

へ聴き取りをしたところ、①今まで漠然と協力していたけれど職域募金に意識が向いた、②募金

啓発のぼりや使途チラシなどを見る機会が増えており、募金に対する意識が高まっている。と言

った回答がありました。（H25/72 件 Ｈ26/72 件 Ｈ27/80 件） 

・平成 27 年度より、運動資材を障がい者Ｂ型就労支援事業所が販売する「じぶんの町を良くする

クッキー」に変更して戸別募金との差別化を図りました。 

・店頭や職場に募金箱の設置をしていただくことがきっかけになり、職域募金に協力していただけ

るようになった職場がでてきました。 

・職域募金額が増額しました。 

（H24/941,917 円 H25/1,051,211 円 H26/887,029 円 H27/994,249 円） 

【課題】 

・職域で募金をすることの意義について十分な納得が得られていません。 

・職域募金依頼先の基準が曖昧であり、新規開拓ができていません。 

 

（４）学校募金・福祉学習の強化 

 

①児童･生徒や教師の募金運動への理解促進 

【成果】 

・ありがとう運動を定期的に開催しています。（Ｈ2５/７回 Ｈ２６/11 回 H27/5 回） 

・赤い羽根共同募金への参加方法は学校ごとにお任せしていますが、児童会、生徒会が中心となっ

て趣向を凝らした取り組みをしているところもあります。 

【課題】 

・ありがとう運動の実施地域にはばらつきがあり、すべての学校で実施できていません。 

・学校でおこなう福祉学習は、授業等の兼ね合いもあり、福祉学習実施機会と実施時期の調整が困

難であり、学校以外での実施について検討する必要があります。 

・ありがとう運動の見直しや共同募金運動（寄付）をテーマにした福祉学習プログラムづくりの検

討が必要です。 
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（５）街頭募金への住民参加の拡大 

 

①募金ボランティアの参加促進 

【成果】 

・助成を受ける団体や地元高校に募金ボランティアの参加の呼びかけを積極的におこなうことによ

りボランティア参加数は増えています。（Ｈ2５/161 人 Ｈ２６/268 人 H27/251 人） 

【課題】 

・助成を受ける団体が負担感なく活動に参加するためのコーディネートができていません。 

 

②街頭募金の実施回数の拡大 

【成果】 

・街頭募金の実施回数を積極的に増やしました。（Ｈ2５/17 回 Ｈ２６/ 21 回 H27/25 回） 

【課題】 

・新たな活動場所の開拓、適切な実施回数の検証が十分できていません。 

 

（６）イベント募金の参加拡大 

 

①参加イベントの拡大によるつながりの強化 

【成果】 

・実行委員会から参加するなど、市内の多くのイベントに参加し、共同募金啓発活動をおこないま

した。 

（H23/0 円 H24/36,757 円 H25/298,930 円 H26/338,278 円 H27/403,230 円） 

・街頭啓発だけでなく、寄付つき商品「本家赤い羽根うどん」の販売利益を寄付しています。 

・イベントに参加することにより、今まで共同募金に関わることが少なかった子ども若者世代、団

体への啓発ができました。 

・赤い羽根うどん等の協力企業、団体との新たな連携がはじまりました。 

・主催者からイベントへの協力依頼が増えています。 

【課題】 

・主催者からのイベントへの参加依頼が増加することで、ボランティア調整に苦慮しており、職員

の負担が増加しています。 

 

（７）窓口募金設置場所の拡大 

 

①募金箱設置場所拡大による募金機会の増加 

【成果】 

・募金箱を一新し、また募金箱個々に使途や行き先を明示して増設しました。 

（H23/53 か所 H24/86 か所 H25/161 か所 H26/170 か所 H27/176 か所） 

・平成 27 年度から募金額を明示した「ありがとうカード」をご協力いただいた店舗等にお渡しし



13 
 

ました。 

・平成 26 年度から年間をとおして募金箱を設置し、共同募金の見える化に取り組みました。 

【課題】 

・廃業や設置の負担感などの理由により、募金箱設置のお断りの連絡をいただくことがあります。 

・募金箱をたくさん設置することで、その設置、回収をするマンパワーは少なく、職員の負担にな

っています。 

 

（８）新たな募金手法の展開 

 

①期間拡大モデル「見守り募金」の実施 

【成果】 

・平成 25 年度は期間拡大モデル事業として、平成 26 年度以降は運動期間拡大募金として、見守

りネットワーク活動を支える「赤い羽根たかしま見守り募金」を実施しています。 

・使途を明確にしたテーマ型募金として、地域の課題解決のための共同募金としての理解が進み、

多様なネットワークが広がりました。 

【課題】 

・見守りネットワーク活動助成金の財源が、見守り募金の実績額だけでは十分とはいえません。 

・見守りネットワーク活動への助成の継続性や必要性の見極め、新たな課題のテーマ募金を検討す

る必要があります。 

 

②寄付つき商品をはじめとした企業との連携 

【成果】 

・寄付付き商品（募金百貨店プロジェクト）に２５の企業（団体）に参加いただき、新たなネット

ワークが広がりました。 

・見守りネットワークに取り組む地域のワンコインカフェに、募金百貨店プロジェクト参画企業が

参加され、寄付者と活動者のつながりが生まれました。 

【課題】 

・募金百貨店プロジェクト協力企業に継続してご協力いただけるような情報提供をおこなう必要が

あります。 

・募金百貨店プロジェクトの協力企業をさらに増やしていくための積極的な発信が十分できていま

せん。  
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２．自分のまちを良くする助成                         

（１）助成方法の見直し 

 

①透明性・公平性のある助成方法の開発 

【成果】 

・平成 25 年度より、助成限度額１０万円の「たかしまの町を良くする助成金」の募集を実施しま

した。（助成を受けた団体 H25/０団体、H26/3 団体、H27/4 団体） 

・平成 26 年度より、助成交付要綱を一部改正しました。（①助成枠を総事業費 4 分の３助成から総

事業費 10 分の 10 助成へ改正、②申請書類等の様式の見直し、③助成対象の活動期間の延長、

④実績報告書に領収書の添付） 

【課題】 

・現在は、審査基準を特に設けず、活動内容の聴き取りなどにより審査しています。申請団体や寄

付者にも納得がいく審査方法のあり方を探る必要があります。 

・審査基準が曖昧で、そもそも審査の方法が現状のやり方で良いのか、さらなる協議が必要です。 

 

（２）助成を受ける団体の支援 

 

①助成を受けた団体の活動状況を知る機会づくり 

【成果】 

・一部の助成事業を公開面接型審査とすることで、申請者と直接話す機会を設け、活動者の問題意

識や活動内容を理解・共有できました。 

・街頭募金に助成を受けた団体が参加することで、寄付者と助成を受けた団体が直接触れ合う機会

が増えました。 

・広報で助成を受けた団体の写真を多用し、募金がどのような活動に使われているかを知らせる機

会を増やしました。 

【課題】 

・ほとんどの助成審査は書類によるものであり、審査委員が団体の活動を直接見たり、意見交換し

たりする機会が少ない。 

・助成を受けている団体と寄付者が直接出会う場が少なく、募金のゆくえも見えにくい。 

・ボランティア団体の高齢化により、煩雑な助成申請、実績報告の記入が困難になってきたという

声があります。 

 

②金銭的支援だけでない団体への継続的支援 

【成果】 

・共同募金助成金の趣旨、考え方を団体に直接話し、伝えることで、共同募金の理解とともに、自

分たちの活動の見直し、助成金の使い道を考えてもらえる団体が増えています。 

・社協からではなく、共同募金から助成を受けていることを理解いただいている団体が増えていま
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す。 

・共同募金担当者がボランティアコーディネーション力検定（認定 NPO 法人日本ボランティアコ

ーディネーター協会主催）を受験し、ボランティア活動支援のスキルを高めました。 

【課題】 

・助成金申請している人（代表者）以外の人に、自分たちの活動財源が共同募金であることが周知

しきれていません。 

 

（３）地域課題解決型の助成 

 

①地域福祉推進計画に沿った取組みに重点化 

【成果】 

・赤い羽根たかしま見守り募金の創設により、地域福祉推進計画の重点項目である、見守りネット

ワーク活動に取り組む区・自治会に助成できました。（H25/45 区、H26/61 区、H27/66 区） 

・歳末助成による活動期間を延長し、除雪や買い物支援など、生活支援への活用を促したことで、

それまで交流イベント的な活動に多く使われてきた内容に変化がありました。 

・たかしまのまちを良くする助成金の創設により、幅広い地域福祉活動を公募して、助成できる仕

組みをつくりました。 

【課題】 

・地域福祉推進計画全体の方向性（ビジョン）を共同募金委員会として共有し、助成を受けた団体

にも伝え、新たな助成プログラムを創設していく必要があります。 

 

②見守りネットワーク活動への助成 

【成果】 

・中央共同募金会、滋賀県共同募金会と連携し、滋賀県で唯一、期間拡大モデル事業を受けて、地

域課題解決型のテーマ募金「赤い羽根たかしま見守り募金」を創設しました。 

・見守りネットワーク活動に取り組む区・自治会に助成できました。（H25/45 区、H26/61 区、

H27/66 区） 

【課題】 

・見守りネットワーク活動助成金の財源が、見守り募金の実績額だけでは十分とはいえません。 

・見守りネットワーク活動への助成の継続性や必要性の見極め、新たな課題へのテーマ募金を検討

する必要があります。 

・見守りネットワーク活動を通して、小地域福祉活動への理解が広がっていますが、それが共同募

金への理解まで広がっていきにくいため、見守りネットワーク活動への助成を通して集落への働

きかけをする必要があります。 
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３．自分のまちを良くする広報                       

（１）助成先の成果を伝える 

 

①助成を受けた団体の感謝と成果の声を伝える 

【成果】 

・助成を受けた団体の写真と感謝の気持ちを「募金のゆくえとけいかく」に掲載しています。 

【課題】 

・助成を受けた団体の感謝と成果の声を伝える場面がまだまだ少なく、寄付者と団体が出会う機会、

接点を増やす必要があります。 

 

（２）子ども・若者の理解を広げる 

 

①福祉学習の推進 

【成果】 

・街頭募金ボランティアに高校生や小学生が参加するようになりました。（Ｈ2５/2 回 Ｈ２６/4

回 H27/2 回） 

・ありがとう運動を定期的に開催しています。（Ｈ2５/７回 Ｈ２６/11 回 H27/5 回） 

・赤い羽根共同募金への参加方法は学校ごとにお任せしていますが、児童会、生徒会が中心となっ

て趣向を凝らした取り組みをしているところもあります。 

【課題】 

・ありがとう運動の実施地域には、ばらつきがあり、すべての学校で実施できていません。 

・学校でおこなう福祉学習は、授業等の兼ね合いもあり、福祉学習実施機会と実施時期の調整が困

難であり、学校以外での実施について検討する必要があります。 

・ありがとう運動の見直しや共同募金運動（寄付）をテーマにした福祉学習のプログラムづくりの

検討が必要です。 

・児童、生徒の街頭募金ボランティア協力者は増えているものの、共同募金のしくみの理解や共感

は十分得られていません。 

・自分の暮らす地域でどんな課題があるのかを学ぶ機会を、共同募金運動に関連付けて増やす必要

があります。 

 

②子ども・若者が関心を持てる広報 

【成果】 

・若者が作成した４コマ漫画で共同募金をわかりやすく周知しました。 

・子ども・若者が参加した募金運動を広報することで、同世代に訴えることができました。 

・高校の文化祭に共同募金の PR ブースを出展し、募金百貨店プロジェクト協力企業が参加して、

若者との交流を図りました。 
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【課題】 

・間接的な広報ではなく、子ども若者に直接広報できる手法や媒体が必要です。 

・ウエブサイトや SNS など、若者層がアクセスしやすい媒体の積極活用が必要です。 

 

③共同募金運動への参加の促進 

【成果】 

・小学生、高校生に街頭募金ボランティアとして参加していただけました。 

・マキノ藤美寮まつりで、中学生ボランティアと共同募金啓発活動を実施しました。 

・赤い羽根うどんによる啓発活動で、子ども若者に共同募金の理解が広がりました。 

【課題】 

・子ども若者が強制感なく、募金運動に参加できる工夫がまだまだ足りません。 

 

（３）共同募金の基本的理解の促進 

 

①申請者と市民、審査委員が出会う場づくり 

【成果】 

・一部の助成事業を公開面接型審査とすることで、申請者と直接話す機会を設け、活動者の問題意

識や活動内容を理解・共有できました。 

・街頭募金に助成を受けた団体が参加することで、寄付者と団体が直接触れ合う機会が増えました。 

・見守りネットワークに取り組む地域のワンコインカフェに、募金百貨店プロジェクト参画企業が

参加され、寄付者と活動者のつながりが生まれました。 

【課題】 

・ほとんどの助成審査は書類によるものであり、審査委員が団体の活動を直接見たり、意見交換し

たりする機会が少ない。 

・助成を受けている団体と寄付者が直接出会う場が少なく、募金のゆくえも見えにくい。 

 

②地域で 7 割使われることを伝える 

【成果】 

・あらゆる機会を活用して、７割が高島市で活用される募金であることを周知しました。 

・募金箱は市内の約 170 か所に設置して、募金の行き先を広報できました。 

【課題】 

・募金箱を市内にたくさん設置することが、身近な広報手段であることから、さらに募金箱設置か

所を増やしていく必要があります。 

・募金箱をたくさん設置することで、その設置、回収をするマンパワーは少なく、職員の負担にな

っています。 
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③地域の課題を伝える 

【成果】 

・社協と連携した赤い羽根たかしま見守り募金を実施することで、見守り、助けあい活動の必要性

を共同募金の側から伝えていくことができました。 

【課題】 

・助成を受けた団体の活動課題を共有し、様々な地域の課題を広く周知していくことが、団体の支

援にもつながりますが、まだまだ発信が十分とはいえません。 

・地域福祉推進計画と連携して、見守りだけではない、新たなテーマ募金（例：子どもの貧困など）

を検討する必要があります。 

 

（4）多様な媒体・機会の活用 

 

①効果的な広報手段の多様化を図る 

【成果】 

・共同募金委員会のホームページを開設しました。 

・担当職員の Facebook により共同募金運動について積極的に広報しました。 

【課題】 

・共同募金委員会のホームページの更新ができていません。 

・多様な広報媒体の選定と対象にあった広報の方法が検討しきれていません。 
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１．アクションプランの策定体制 

第 2 次高島市共同募金改革アクションプランは、理事会の承認を得て、高島市共同募金改革

検討委員会を設置して策定しました。 

 
（１）スケジュール 

平成２７年７月から平成２８年１月まで（全６回） 

会議名 日 時 内 容 

赤い羽根全国ミーテ

ィング in 東京 

7 月 13（月）・14 日（火） ・全国の先駆的な取組に学ぶ（理事３名、 

改革検討委員６名、職員３名） 

第１回 

改革検討委員会 

7 月 27 日（月） 

13:30～16:00 

・全国ミーティングの振り返り 

・３年間の成果と課題 

第２回 

改革検討委員会 

8 月 27 日（木） 

13:30～16:00 

・募金について 

ゲスト委員：高島高校 JRC 部 

第３回 

改革検討委員会 

9 月 28 日（月） 

13:30～16:00 

・助成について 

ゲスト委員：吉実正博氏（中央共同募金会 

参与） 

第４回 

改革検討委員会 

10 月 19 日（月） 

13:30～16:00 

・広報について 

ゲスト委員：戸田由美氏（高島市秘書広報課

主任） 

第５回 

改革検討委員会 

12 月 4 日（金） 

13:30～16:00 

・今まで取り組んでいない新しい募金手法 

・ここまでの整理 

ゲスト委員：黒田健氏（エコランド社長） 

第６回 

改革検討委員会 

1 月 26 日（火） 

13:30～16:00 

・アクションプラン素案のブラッシュアップ 

 

（２）開催場所 

高島市役所高島支所２階大会議室（高島市勝野２１５番地） 
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    （３）改革検討委員（敬称略） 

 氏 名 所 属  

１ 菖蒲 洋介 マキノぬくもりネットワーク 

２ 市川 清 今津ふくしの会 

３ 海老澤文代 朽木住民福祉協議会 

４ 山本 房栄 安曇川住民福祉ネットワーク 

５ 竹中 寛 高島住民福祉ネットワーク 

６ 森田 一男 新旭住民福祉協議会 

７ 藤原 一麿 高島市民生委員児童委員協議会連合会 

８ 福井 順一 募金百貨店プロジェクト協賛企業 淡海酢㈲ 代表取締役 

９ 吉見 大 募金百貨店プロジェクト協賛企業 ㈲大開建設 代表取締役 

１０ 澤 孝彦 淡海ネットワークセンター 

１１ 和田 通 高島市役所市民生活部 次長 

１２ 拝藤 あい子 高島市社会福祉協議会 理事 

１３ 林 俊博 高島市共同募金委員会 会長 

１４ 山本 昇子 高島市共同募金委員会 副会長 

１５ 榎森 清高 滋賀県共同募金会（オブザーバー） 

※上記の共同募金改革検討委員が審査委員を兼任します。（任期２年） 

  
（４）アクションプランの期間と進行管理（評価・推進）の方法 

①期間：平成 28（2016）年度から平成 32（2020）年度までの 5 か年とします。 

②アクションプランを元に単年度の事業計画を立案し、理事会・評議員会の指導のもとに計画的に進

めます。また、改革検討委員会において進捗状況を随時報告し、事業内容の評価をおこないます。 

③中間年度にあたる平成 30 年度に中間見直しの検討委員会を開催します。 

 
平成 27（2015）年 平成 28（2016）年 平成 29（2017）年 平成 30（2018）年 平成 31（2019）年 平成 32（2020）年 

アクション 

プラン策定 

 

  中間見直し   
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２．高島市共同募金改革検討委員会で検討すべき論点              

 

（１）高島市の生活課題、福祉課題 

 

 高島市は、人口減少、少子高齢化、単身世帯の増加が進行し、集落の高齢化による担い手の不足や社

会的孤立状態にある方の問題が多様化、複雑化しています。あらゆる世代の生活課題、福祉課題への対

応が求められる中、これからの 10 年を見据えた取組み方策が、第 2 次高島市地域福祉推進計画にお

いて整理されました。 

 これらの問題解決にあたっては、地域住民、ボランティア、NPO、企業、医療福祉関係者、行政等

の官民が共に取り組んでいく必要があり、まさに地域の暮らしを守る「総力戦」として、連携、協働を

進めていく必要があります。 

 

（２）共同募金の果たすべき役割 

 

 共同募金は、地域福祉の推進を目的とした、地域における多様な生活課題、福祉課題の解決のために

活用される民間財源であり、住民等の思いや願いが込められた寄付により成り立っています。そのため、

単なる財源集めの硬直化した募金ではなく、時代のニーズに合わせて、柔軟かつ有効に活用（助成）さ

れることが求められます。また、社会課題を明らかにして広く発信し、共感による参加と寄付を高める

「運動性」に焦点を当てた取組みでなければ、強制感はぬぐえないことも明らかになっています。 

 

（３）共同募金の課題と展望 

 

 全国、滋賀県下においても共同募金額は年々減少していますが、高島市ではここ数年、共同募金改革

が功を奏して減少に一定の歯止めがかかりました。しかし、母数である人口そのものが減少する中、募

金額が右肩上がりに上昇していく展望を描くには、地道な取組みと並行して、共同募金改革を一層進め

ていく必要があります。第 1 次アクションプランにおける 3 年間の成果と課題を評価し、改めて今必

要な運動の方向性を幅広い住民、関係者のもとで明らかにしていく必要があります。 

 

（４）第２次アクションプラン策定に向けた重要なキーワード 

 

①共同募金の理念、役割の確認 

・運動を通して、どのような地域社会を創りたいのか、目指すべき社会像を明らかにする。 

・第 1 次プランの評価をおこない、PDCA サイクルで強化すべきこと、新たに取り組むべきことを明

確にする。 

・人口減少社会の中、人口（母数）の減少が募金額減少に直結するが、一人ひとりの参加の意識を高め、

100 円が 200 円、500 円が 1,000 円と、一人当たりの募金額が増える方法を検討する。 
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②募金改革 

・なぜ税金ではなく民間の募金なのか、地域福祉を推進する共同募金運動の必要性をどのように発信し、

伝えていくのか。 

・募金種別ごとの改善および新たな募金手法の開発。 

・新たな募金パートナーの発掘。 

・もっとも募金額の大きい、戸別募金の減少への対応と、それをカバーする他の募金の拡大。 

・新たなテーマ型募金に関する協議。 

・遺贈に関する研究。 

 

③助成改革 

・「地域課題を解決する募金」として有効な助成プログラムの開発。 

・助成プロセスを可視化し、助成の透明性をさらに高める。 

・審査基準の検討と、助成の評価（助成をしたことで地域がどう変わったのか）。 

・支える人を支える募金として、団体にお金を渡すだけに留まらない支援が必要。助成を通した団体の

活動課題、組織課題への支援、社会課題解決に向けた取組み支援。 

 

④広報改革 

・共同募金がいつでもどこでも目に入り、募金したいと思える、共感を高める動機づけ。 

 

⑤福祉教育 

・次世代を担う若者が関心を持ちやすく参加しやすい方法。 

・募金ボランティアなど、住民の参加を高める場面や機会の増加。 

 

⑥職員の専門性の向上 

・共同募金担当職員の専門性を高める。 

(ア) 地域住民や関係者との協働による「地域課題の発見」 

(イ) 課題解決のための「助成プログラム開発」 

(ウ) 課題と解決策の提示による「共感による参加と寄付の拡大」（運動化） 

(エ) 課題解決に取り組む「団体の発掘」や助成を通した「団体育成支援」 

(オ) 助成を通した課題解決の「評価」 

(カ) 上記の流れを地域に発信し、募金の信頼性を高める「広報」 

(キ) 運動への参加を通じた、社会変革の主体である市民の育成（福祉教育、寄付教育） 

  (ク)多様な人材をネットワーキングする「場のマネジメント力」 

 

⑦共同募金委員会のガバナンスの強化 

・市民参加による組織の強化（理事会、評議員会、各種委員会） 

・共同募金の資金の透明性の確保 

・アクションプランの進行管理・評価推進（どの場でおこない、どのように広報するか） 
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３．第２次高島市共同募金改革アクションプラン（平成 28 年度～平成

32 年度）

 

高島市における共同募金改革の基本的な視点 

 ①多様な募金活動による住民参加を進め、共同募金への理解・共感の拡大を図ります。 

 ・集まった募金の約 7 割が、高島市の地域福祉活動に使われていることを具体的に伝えます。 

 ・助成を受ける団体と寄付者の顔の見えるつながりをつくります。 

 

 ②地域の課題を明らかにして、解決のための活きたお金の使い道を考えます。 

 ・社協の地域福祉推進計画と連携し、解決すべき課題を明確にした募金や助成をおこないます。 

 ・制度の狭間の問題など、支援の手が届きにくい問題や緊急性の高い問題にこそ、共同募金による積

極的な取組みを各種団体および他の専門機関と連携しておこないます。 

 

③福祉学習を通して地域への愛着の心を育み、子ども・若者への寄付意識の醸成を図ります。 

 ・子どもや若者が「たかしまの町」の一員として、募金運動を通して助けあい・支え合いを学び、社

会参加する機会をつくります。 

 

 ④新たな募金手法を積極的に開発します。 

 ・企業や団体と協働して新たな募金手法を開発し、多様な主体の参画による地域課題の解決を促進し

ます。 

 ・企業や団体が社会貢献したいと思える魅力ある共同募金を追究します。 

 

 ⑤助成を通して活動団体の支援をおこない、協働で社会課題の解決を進めます。 

 ・単にお金を交付するだけではなく、助成を受ける団体の相談に乗り、地域課題を解決する力を高め

る支援をおこないます。 

 

 ⑥寄付者の意思を大切にして、助成の透明性、公平性をさらに高めます。 

 ・誰もが暮しやすい地域づくりを願う寄付者の思いを大切にし、多様な世代、立場の人が参画した透

明性、公平性のある助成方法を進めます。 

 

 ⑦助成を受けた団体とともに「ありがとう」の気持ちを住民に伝えます。 

 ・寄付者への感謝と共に、団体の活動成果が多くの住民に伝わるようにします。 

 ・助成を受けた団体も街頭募金などに協力していただき、住民の思いのこもったお金であることの理

解を促進します。 

 

 ⑧住民の参加・協働による共同募金委員会を推進します。 

 ・地域福祉を推進する共同募金委員会として、住民参加・協働に基づく組織運営をおこないます。  



26 
 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な行動 

学校募金・福祉学習の強化 

児童や生徒の募金運動への理解促進 

「ありがとう運動」の実施 

第 2 次高島市共同募金改革アクションプラン総合体系図 （★印は新たな取組み） 

改革目標 

 募 金 

街頭募金への住民参加の拡大 
募金ボランティアの参加促進 

★街頭募金のより効果的な実施 

新たな募金手法の展開 

「見守り募金」の実施 

寄付つき商品をはじめとした企業との連携促進 

★新たなテーマ型募金の検討 

★遺贈、メモリアル寄付の仕組み開発 

戸別募金の強化 

区役員や福祉推進委員会との連携強化 

★住民への啓発の機会づくり 

★区・自治会未加入世帯への働きかけ 

法人募金による社会貢献支援 

社会貢献となる法人募金のしくみづくり強化 

民生委員児童委員との連携強化 

新規協力法人の開拓 

職域募金依頼先の拡大 

多様な業種業界・法人への依頼 

★職域募金への理解促進 

イベント募金の参加拡大 

イベントへの参加によるつながりの強化 

★イベント募金ボランティアの参加促進 

窓口募金設置場所の拡大 募金箱設置場所拡大による募金機会の増加 
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団体の支援 

団体の活動状況を知る機会づくり 

金銭的支援だけでない団体への継続的支援 

★６地域の地区ボランティアセンターとの連携 

地域課題解決型の助成 

地域福祉推進計画に沿った取組みへの助成 

見守りネットワーク活動への助成 

★新たな地域課題解決のための助成の検討 

 助 成 

助成先の成果を伝える 

団体の感謝と成果の声を伝える 

★ありがとうミーティングの開催 

子ども・若者の理解を広げる 

福祉学習の推進 

子どもや若者の関心を高める広報 

共同募金運動への参加の促進 

★住民参加による組織運営 

★住民主体の組織運営 

★社協と共募の連携 

多様な媒体・機会の活用 効果的な広報手段の多様化を図る 

助成方法の見直し 透明性・公平性のある助成方法の見直し 

共同募金の基本的な理解の促進

 

申請者と市民、審査委員が出会う場づくり 

地域で７割が何に使われているかを伝える 

地域の課題と成果を伝える 

★災害等準備金の理解促進 

 ★組織運営 

 広 報 
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じぶんの町をよくする募金 

1.戸別募金の強化 

区役員や福祉推進委員会との連携

強化 

区・自治会役員の理解を得られるよう、さらなる情報公開に努

めます。 

共同募金の役割を広報し、強制感なく募金いただけるように努

めます。 

★住民への啓発の機会づくり 区・自治会の集会等に参加し、共同募金の役割を直接伝える丁

寧な啓発活動に努めます。 

★区・自治会未加入世帯への働きか

け 

「たすけあい・つながり」が実感できる見守り活動や共同募金

のしくみや使い道などをイベントや街頭募金などの機会をと

らえて、啓発に努めます。 

2.法人募金による社会貢献支援 

社会貢献となる法人募金のしくみ

づくり強化 

法人募金が、地域社会の課題解決につながっていることを明確

にすることで、企業、商店による社会貢献活動に直結した募金

であることを伝えます。 

民生委員児童委員との連携強化 

 

民生委員児童委員との連携を強化し、法人募金活動への参加、

協力を高めていきます。 

新規協力法人の開拓 

 

法人募金の対象となる企業、商店の見直しをおこない、法人募

金協力企業・商店数を拡大します。 

3.職域募金依頼先の拡大 

多様な業種業界・法人への依頼 多様な業種業界・法人への職域募金をおこないます。 

 

★職域募金への理解促進 企業、団体、官公庁などの職場で、従業員が社会貢献活動の一

環として、共同募金の「職域募金」が選択されるよう共同募金

のしくみや使い道を伝えます。 

4.学校募金・福祉学習の強化 

児童や生徒の募金運動への理解促

進 

ありがとう運動や福祉学習の時間を活用して、共同募金の理解

促進を図り、募金運動への児童や生徒の参加を高めます。 

「ありがとう運動」の実施 助成を受けた団体と連携し、児童や生徒に寄付意識の醸成を図

ります。 

5.街頭募金への住民参加の拡大 

募金ボランティアの参加促進 

 

助成を受けた団体や児童、生徒をはじめとした募金ボランティ

アの参加を促進します。 

★街頭募金のより効果的な実施 効果的な啓発活動ができるように実施する場所、時間、回数等

について検討し、募金の使い道や助成を受ける団体の活動紹介

の場ととらえ運動展開します。 
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6.イベント募金の参加拡大 

イベントへの参加によるつながり

の強化 

 

各種イベント主催者や参加者とつながり、共同募金の理解啓発

および募金額の増加に努めます。 

★イベント募金ボランティアの参

加促進 

助成を受けた団体や児童、生徒など、募金ボランティアの参加

を促進します。 

7.窓口募金設置場所の拡大 

募金箱設置場所拡大による募金機

会の増加 

商店や公共施設等の募金箱設置場所を拡大することで、いつで

もどこでも募金できる機会を増加します。 

8.新たな募金手法の展開 

「見守り募金」の実施 地域福祉推進計画の重点事業である「見守りネットワーク活

動」を資金面で応援するテーマ型の見守り募金を展開します。 

寄付つき商品をはじめとした企業

との連携促進 

企業、商店との協働による新たな募金手法の開発をおこない、

見守り募金の展開とともに企業の社会貢献活動を促進します。 

★新たなテーマ型募金の検討 地域福祉推進計画に基づく、新たな地域課題解決に向けたテー

マ型募金を検討します。 

★遺贈、メモリアル寄付の仕組み開

発 

寄付者の意思を届けていただく方法として、新たな寄付の受け

皿を開発し、社会貢献の場を促進します。 

 

 

 

じぶんの町を良くする助成 

1.助成方法の見直し 

透明性・公平性のある助成方法の見

直し 

公募型助成や公開プレゼンテーションの実施による公平性、透

明性の確保に努めます。また、審査に子ども、若者の意見も取

り入れ、多様な世代や立場の方の意見が反映されるようにしま

す。 

2.団体の支援 

団体の活動状況を知る機会づくり 

 

助成を受けた団体と寄付者の顔の見えるつながりをつくる場

づくりや、助成審査委員が団体の活動の場を訪問し、意見交換

する機会や、面接による助成審査会にすることで互いの理解、

共感を高めます。 

金銭的支援だけでない団体への継

続的支援 

助成金を交付するだけではなく、団体と日常的なコミュニケー

ションを図り、地域課題の解決に向けた活動を応援します。 

★６地域の地区ボランティアセン

ターとの連携 

住民の身近な地域の困りごとや、団体の活動内容、課題を把握

し、支援している地区ボランティアセンターとの連携を強化し

ます。 
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3.地域課題解決型の助成 

地域福祉推進計画に沿った取組み

への助成 

 

高島市地域福祉推進計画に基づく、地域の課題解決への取組み

に対して助成をおこないます。 

見守りネットワーク活動への助成 

 

赤い羽根たかしま見守り募金による、区・自治会の見守りネッ

トワーク活動への助成をおこないます。 

★新たな地域課題解決のための助

成の検討 

社会的孤立・困窮問題など、新たなテーマへの募金を検討し、

運動展開します。 

 

じぶんの町をよくする広報 

1.助成先の成果を伝える 

団体の感謝と成果の声を伝える 助成を受けた団体の感謝の声を様々な機会を活用して発信し

ます。また助成を受けてどのような取組みがおこなわれたの

か、成果とともに伝えます。 

★ありがとうミーティングの開催 助成を受けた団体と寄付者の顔の見えるつながりを深め、寄付

者への感謝と共に、団体の活動成果・助成実績の評価の場にな

るよう開催します。 

2.子ども・若者の理解を広げる 

福祉学習の推進 

 

児童や生徒を対象とした福祉学習やボランティア体験の際に、

共同募金の役割を伝え、助け合いの心を育むことで寄付文化の

醸成を図ります。 

子どもや若者が関心を「持つ」広報 子どもや若者が共同募金に関心を持てるように、画一的な広報

ではない様々な手法に取り組みます。 

共同募金運動への参加の促進 

 

子どもや若者が主体的に募金運動に参加できるよう工夫しま

す。 

3.共同募金の基本的な理解の促進 

申請者と住民、審査委員が出会う場

づくり 

 

助成審査委員が申請者（助成を受ける団体）の活動を見学し、

意見交換する機会や面接による助成審査会にすることで互い

の理解、共感を高めます。また、申請者と寄付者の顔の見える

関係づくりをおこないます。 

地域で 7 割が何に使われるかを伝

える 

 

集まった募金の７割は高島市の地域福祉のために使われてい

ると言う基本的な事実と、具体的な使い道を住民に伝え、じぶ

んのまちを良くする共同募金であることの理解を普及させま

す。 
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地域の課題と成果を伝える 

 

社協等と連携して地域の課題を明らかにし、課題解決に参加で

きる方法として共同募金があることを伝えます。 

★災害準備金の理解促進 万が一の災害に備えて積み立てられている災害準備金が、地域

で役立てられていることを伝えます。 

4.多様な媒体・機会の活用 

効果的な広報手段の多様化を図る 

 

子どもから高齢者まで多くの住民に伝わる、多用な広報媒体の

選定と、対象にあった広報手段を活用します。 

じぶんの町をよくする組織 

★1.住民参加による組織運営 

★住民主体の組織運営 理事会、評議員会はじめ各種委員会等による、住民主体の組織

運営に努めます。 

★社協と共募の連携 地域課題解決に向け、社協と連携して地域福祉の推進に努めま

す。 
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①第６回赤い羽根全国ミーティング 
「じぶんの町を良くする会議」in 東京視察  
 平成 27 年 7 月 13 日（月）13:00～7 月 14 日（火）15:30 
会 場 新霞ヶ関ビル 全社協・灘尾ホール他 
 

参加者：森田委員、澤委員、拝藤委員、和田委員、福井委員、吉見委員、林会長、山本（昇）

副会長、仁賀理事（以上改革検討委員・理事） 

井岡局長、河野課長、橋詰（以上社協） 

 

趣 旨 共同募金運動に携わる関係者が集い、各地域での先行事例や多様な取り組みについ

て共有し、共同募金の役割や可能性を学ぶ場である第６回赤い羽根全国ミーティングに参加

し、これからの高島市の赤い羽根共同募金について考えていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体会参加の様子                            分科会で報告する拝藤委員 

 

●改革検討委員参加アンケートから 

 
募金                              
・集めることだけでなく、寄付者の心や思い、また地域課題に目を向けて課題を社会に訴えていかなけれ

ばならない。 

・寄付つき商品が拡がるためには、共同募金についての理解が大前提になる。 

・寄付つき商品については、参加事業者にとって売上増につながるという期待を抱かせるのではなく、地

方の個人の事業主でもＣＳＲ活動に参画できるメリットを訴えるのが良い。 

・今後「寄付つき商品をどう活かすのか？」、「他所との連携やカタログギフト戦略」など次の展開につい

て議論がしたい。 

・寄付つき商品を実施している事業者に問題点・改善点などを聞ける機会が必要。 

・何のための募金であるか、目的が見えにくくなっている。 

・波及効果や参加の広がりが大切（運動性）。 

・募金額については地縁的なつながりが強いほど額が多く、資金の使途に共感してもらうことが募金額の

増加につながる。 

・「出会う」「お願いする」「足で稼ぐ」という原点に共感した。 

・共同募金額が２０年前の２６０億円から現在１８０億円と減少している現状を知ることができた。 
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・今後人口減少社会における共同募金のあり方として、単に「お金を集める」募金という発想ではなく、

共同募金運動としての「運動性」に焦点を当てて、共感する「人を集める」共同募金への変革の必要性を

訴えられたが、まさにそのとおりでこのことについては本会においても目指すところである。 

・成功のカギは「課題」と「解決策」を丁寧に提示すること、そこで共感が集まる。 

・「毎年のことだから」、「お付き合いだから」から、最近は社会課題の解決のために、自分にあった寄付

方法だからという理由が上位になっている。寄付者の能動的な動機が増加しつつある。 

・歳末たすけあい募金は生活困窮支援を必要とされている方々も多く必要性を感じた。高島市もそういう

必要性がでてくるのでは。 

・現状にあった「地域歳末たすけあい運動」の見直しも必要では。 

・一人ひとりに共同募金の理解が深まるよう活動していくことが大事。 

・戸別募金において、区・自治会の代表者に説明し、協力してもらっても、区の役員等、次々と取りまと

めていただく方が増えていくと、末端の方には「一人●●円お願いします。」等の募金額のみになりがち。 

・現状把握のための調査や一人ひとりに共同募金の理解が深まるような活動が大切である。 

・共同募金のＰＲと資金調達を目的とした寄付つき商品は地域住民にも共感が得られやすい手法。 

・街頭募金をしてもらう時、（特に小中学生）は事前学習をすることとそれを家庭で話しあい理解しても

らうことが大切。 

・募金額に一喜一憂することなく、大切な募金をいかに高島の町を良くするのに使うかを考え、それをア

ピールすることが大事。 

・使い道を選べる団体への募金も面白い。 

・テーマ型募金（災害）は大変参考になる。 

・テーマ型募金（子育て支援）は、これからの少子化の一つ方向を示している。 

・テーマ募金では共募、社協、ＮＰＯ、地域住民による協働で実施することが良い。 

・集める募金会、使う社協から地域住民に生かされる募金へと意識を変える。 

・寄付者が寄付先を選べる赤い羽根を試みる。 

・選べる支援先・募金された方の達成感も必要。 

・少子化の進む高島市でテーマ型募金（子育て応援）を是非取り入れたい。 

・爆発的ヒット寄付つき商品の企画（高島市社会福祉協議会ブランド） 

 
助成                              
・財源確保だけを目的としたお願い型で何に使われているのがわからない。 

・共同募金のお金。このお金は何のためのお金か、また、このお金を使ってどう地域を変えていくのかと

いうことを、助成応募団体にしっかり理解してもらうことが大切だ。 

・募金を受ける側の透明性がより大事で、その審査員にその責任が問われることになる。責任の重さをひ

しひしと感じた。 

・公募助成制度ではプレゼンテーションの公平性を保つために審査基準を設けることが大切である。 

・配分事業に偏りがなく幅広い市民活動を応援できるように新たな課題に対応した活動であること、団体

を育てるプログラムオフィサーでなければならない。 

・審査委員は固定化せず、若人も入れ、意見のぶつかり合いもつくる。 
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・共同募金は、住民から預かっている浄財であり、共同募金委員会における助成審査において、その使途

や審査は公開する義務があり、審査会では、いろいろな意見のぶつかり合いが必要である。 

・地域ごとに抱える問題に違いがあるものの、それぞれが主たる目的（じぶんの町を良くする）を共有し、

日々熱心に取り組んでいることが理解できた。 

・多様な課題やニーズに合うよう臨機応変に対応できる仕組みや活動は素晴らしい。 

・助成事業に対する基準（特に助成上限額）は想定した以上に低く感じ、助成上限がかえって公募数の減

少に繋がるのではないか。 

・公募側からすれば、企画段階で事業予算上限がすぐに見えてしまうので、できないと否定的に判断する

団体などもある。 

・使い道について丁寧に説明する。 

・地域の課題解決に向けた取り組みを支援する。 

・審査のチェックの重要性や募金の重要性。 

・本当に共同募金を必要とされているのに声を出さない方々へ目を向けたい。 

・審査基準を設けることで公平性を保たなければならない。 

 
広報                               
・制度がそれぞれあっても利用者に周知されているかが問題。 

・募金した人が満足するよう説明、広報が大切であることに気づかされた。 

・寄付者が寄付を通して社会を変えた、課題解決したという達成感が持てるようにフィードバックしてい

きたい。 

・子どもたちが初めて寄付をするのは「赤い羽根」ということが非常に多い。 

・子どもたちの寄付体験を、ただ何となく協力してもらうのではなく、成功体験できるプログラムとして

提案することが大切。 

・赤い羽根共同募金で寄付の醸成を図るプログラム作りの検討が必要。 

・地域のニーズや相談が入る社協の特性を活かして、様々な機会をとらえて福祉学習プログラムをつくる

こと。 

・寄付つき商品を題材にした福祉学習もできそう。 

・共同募金（準備金）の重要性・住民の方に対する広報の大事さがより判った。 

・災害というと赤十字が一般的に知られており、共募が災害に役立つことがまだまだ知られていない。 

・「義援金」と「支援金」の違いも一般的に知らない方も多く専門用語をなるべく使わず、わかりやすい

言葉で説明する。 

・共同募金が地域のために使われていることが募金者に住民に伝わっていない。 

・単なる広報でなく、いろんな機会にＰＲが必要。 

・地域福祉は誰が誰と、どこで、どのようにするか。 

・共同募金は相当の勉強をしないと住民に説明ができない。 

・共同募金のことを知らないと消化不良が起き、積極的な活動ができない。 

・自分の募金が何に使われているのか、インターネットを通じて広報されると、その透明性がより良い。 

・子どもたちを巻き込むと親世代の若い人を巻き込むことができる。 

・元気のある企業、学校、団体、組織などが、地域を応援できれば良い。 
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・若者も巻き込むことができるイベントの実施（地域課題啓発・防災意識向上・地域愛の育成・次世代育

成など） 

・共同募金２００億円達成を目指すなど、福祉について、社会福祉協議会（全国・県・市区町村）の仕組

みについて詳しく知らない外部にも、詳細を知る機会があれば良い（情報発信していくべき）。 

 

その他                              
・共同募金は運動体かと思う人は手を挙げてという会場への質問にあまり手が上がらなかったのはなぜ

か。 

・井岡局長の話しから始まり、改めて昨年の全国ミーティングを思い出し、皆で頑張ったなあと感じた

し、高島は頑張っていると再認識した。 

・ひきこもりなどは近所ですら気づきにくい状況にあり、昔のような近隣関係が少なくなっている中で、

果たして全体（行政も含め）でカバーできるのか。 

・原点に立ち返り改革を進めていかなければならない。 

・「社会福祉制度改革と共同募金」については専門的で理解が難しかった。 

・災害時対応での社会福祉協議会が持つスケールメリットを活かしたネットワークの素晴らしさを改め

て知る機会となった。 
・社会情勢が変化する中で、共同募金のあり方を見つめ、今後の展開を真剣に考えていることは非常に

大切であると同感しました。 

・生活困窮者の実態が気づきにくいため、社協、民生委員、行政との連携がますます必要。 

・社会的孤立・個人情報との関係で、どこまでつかめるのかが問題。 

・市町村共募独自でも「災害準備金」を用意しておく必要あり。 

・社会福祉は幸せさがし、幸せづくり。 

・「本当に困っているところは相談に来ない」に共感した。 
・地域課題も様々なものがあり、また、時間とともに変化していることから赤い羽根共同募金も時代を

先取りしていく必要がある。 

・お金だけで解決できることは少なく、それに関わる人の連携、組織強化が必要である。 

・共同募金会、社会福祉協議会が福祉の専門職として活躍している実態を知った。 

・地域の抱える問題に対して真摯に向き合い､地元住民との対話・会議などを踏まえてこそ価値ある事業。 

・地域のつながりを深めて笑顔を作っていく取り組みは大切。 

・携わる者の表情や姿勢が非常に活き活きと見えた。 

・共同募金運動が輝きのある人材育成につながり、各地域の存在価値や魅力につながる。 

・社会福祉協議会の若い職員・スタッフに設立経緯や趣旨､今までの活動について徹底周知する機会必要。 

・審査委員・民間企業・一般市民からの参加者が各地域からあれば、外から見る社会福祉協議会のあり

方や連携方法について深く議論することができ、見せ方や見える化についても良いアイデアが出る。 
・高島市共同募金委員会の取り組みの素晴らしさを再認識した。 

・共同募金をとおして地域福祉の向上が図れれば良い。 
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②平成２７年度第１回高島市改革検討委員会  

平成２７年７月２７日（月）１３：３０～１６：００ 
 

委 員：菖蒲委員、海老澤委員、山本（房）委員、竹中委員、森田委員、福井委員、 

吉見委員、澤委員、和田委員、拝藤委員、林会長、山本（昇）副会長 

実習生：島田氏 

事務局：井岡局長、河野課長、杉本係長、三上、吉田、西川、山口、八坂、橋詰 

 

【ゴール設定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６回赤い羽根全国ミーティング「じぶんの町を良くする会議」in 東京に参加して 

わたしが知った！感じた！赤い羽根共同募金 

 

グループワーク記録① 

参加者：森田、吉見、拝藤、山本（房）（以上委員）、島田（実習生） 

河野、八坂（以上職員） 

 

○共同募金の理解を地域で広めるには                        

・共同募金のことを、詳しく知らない人がまだまだ地域に多い。 

・あらゆる世代の方に知っていただくために、工夫が必要。例えば、音楽ライブなどのイベントで

共同募金をアピールしてみてはどうか。若者層はもちろん近所の高齢者なども来られることもあり、

●共同募金を取り巻く社会情勢、第１次共同募金改革アクションプランに

基づく様々な取組みを共有する。 

●第６回全国ミーティング in 東京での学びを振り返り、高島市の共同募金

の改善策を考える。 

●第６回全国ミーティング in 東京および第１次共同募金改革アクション

プランに基づく取り組みを共有からのアイデア出し、共同募金疑問解決。 
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良い機会になるのでは。 

・学校の福祉教育の際、共同募金についての話を５分でも１０分でも社協職員からしてはどうか。

学校を訪れる社協職員が誰でも共同募金について話ができるようにしておく必要がある。３００人

いる社協職員の中には、子どもに好かれる人が必ずいるはず。そうした職員を福祉教育に巻き込ん

ではどうか。 

・大人世代が子どもの時は、赤い羽根を先生からもらう際、説明を十分うけることがなかった。子

どもが福祉教育で聴いた話を、家に帰ってから親に話をしてもらうことで、子どもの振返りにもな

るし、大人へも啓発ができるのではないか。 

 

○街頭募金の活性について                                  

・街頭募金をパチンコ店の前で実施してはどうか。その日調子が良かった人は、はぶりが良くて比

較的募金があつまりやすかったり、募金額が多くなったりするのでは。 

・街頭募金を見かけても、ゆくえや趣旨がわからない限り、募金することを避けてしまう。決して

募金する気がないわけではなく、「何か良いことをしたい」と思う気持ちは常に持っている。募金

の使い道が伝わっていれば、募金額も増えるのでは。 

 

○募金を受ける側の支援について                                

・募金を有効に活用いただくために、ボランティアグループなどの活動者の支援やケアが必要。１

３０あるボランティアグループを把握して、細やかなケアをするには、各地域にある地区ボランテ

ィアセンターの力が必要。 

・ボランティアグループにとって、助成金の申請や、申請書が審査されることなど、負担を感じる

ことも多いはず。負担を感じさせるままでなく、社協や地区ボランティアセンターがそこをサポー

トしていく。 

 

○募金協力者層の拡大について                                

・地域にも区自治会に未加入の人が多い。若者どうし、友達どうしで「自分は加入していないし」

という話から、加入しない人もいるのでは。そうした友達どうし以外のつながりづくりを地域でも

進めていくことが大事。 

 

グループワーク記録② 

参加者：海老澤、山本（昇）、竹中、和田（以上委員）、杉本、西川、三上（以上職員） 

 

〇自治会未加入者への働きかけ                                 

・戸別募金について、自治会頼みにも限界がある。自治会未加入者への働きかけも出来ない。 

・市民の約３割は自治会未加入者である。自治会未加入者には、広報や、社協の広報も届かない。

高島市の情報そのものが届いていない中、共同募金のことも含め、自らが受けられるサービス、参

加できるボランティア、様々な情報から取り残されている。 

・自治会長としても、気になるが、実態がつかめていない世帯がほとんど。見守りといった意味で
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も一番必要な世帯。 

→共募の呼びかけも世帯に関わっていく切り口の一つ。そう考え、様々なきっかけをもとに、世帯

にはいっていくように、足を運ぶ。 

 

〇広報                                          

・社協の担当者が区長にしっかり説明されたとしても、自治会長から各組長、各組長から各区民に

届いたときには、他の案内といっしょくたになって届くことと、そこに至るまで社協職員から聞い

た同じ説明が残ることは無く、区民は、ただただ分からないまま、募金している。 

・民間が寄付を募る時、一目で分かるような広報をしている。どういった課題に対しての寄付なの

か、それによって、どういった成果が期待できるのか、しっかりと分かるように広報する。 

・「社会貢献をしたい」という思いを持っている方はたくさんいる。寄付者も何に対して寄付をした

いのか選ぶ時代である事を忘れずに。 

・サロンや出前講座の場を通じて、広報していく。 

 

〇その他                                          

・誰もが使える日用品を寄付付き商品に出来れば、寄付も増えてくるのでは？そのためには、価格

を数円あげるのも一つでは？数円高くても目的がはっきりしていれば、購入してくれる方もたくさ

んいると思う。 

・災害準備金については、知らない方も多い。もっと、知らせていけると良い。 

・歳末贈呈品について。民生委員の判断によって変わるので、不公平がある。 

 

グループワーク記録③ 

参加者：菖蒲、竹中、福井、澤、林（以上委員）、山口、吉田（以上職員） 

                                        

○市民にもっと周知する                                   

・共同募金への理解と共感を広げていく 

・チラシの配布はしているが伝わっていない。募金会の熱意と住民の意識の隔たりが大きい。 

・共同募金委員会そのものが知られていない。 

・周知する手段として、子供たちへの福祉学習を実施していく。理解と参加を促す。 

 

○戸別募金について                                     

・募金の方法は様々あるのに、自治会で取りまとめをするとなると強制感がある。 

・年金生活者等から募金の協力をお願いするのは大変。 

・自治会一括で集めればそれなりの金額があるが、個々で集めると金額が大きく下がる。 

・理解を得たうえで集めるのが本来だが、周知されていないので上手くいかない。 

・住民の共同募金への意識は、神社への寄付と同じ。趣旨への賛同ではない。 
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○新しい手法について                                     

・日本人の社会貢献の意識は高いらしいが共同募金の金額は下がっているというのはやり方に問題

があるのではないか？委員会の中に手法の部会を設けて検討してはどうか？ 

 

○活動者を広げていく                                    

・専門職の活動者ではなく一般の人に関わってもらう。広報・理解が必要。 

 

○共同募金の使途が見えない                                  

・本当に必要とされている方に届いているのか？ 

・例えばユニセフなどの使途は分かりやすい。具体的で賛同しやすい。 

・災害等準備金のことをほとんどの方は知らない。 

・７割が地域に返ってくると言っても、その使途がまるで見えない。 

・共同募金を社協に預けて、助成金で返ってきても説明がない。どこに助成されているのか、それ

が何に使われているのか住民は知らない。 

・見守り活動等の助成金は社協からもらっているとしか思っていない。（共募財源の見える化） 

※時間がなく話し合えなかった付箋 

  審査基準を設ける 

  テーマ型募金のＰＲ方法を考える 

  年末年始の活動（生活支援）を検討する 
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③平成２７年度第２回高島市共同募金改革検討委員会 

日 時 平成２７年８月２７日（木）１３：３０～１６：００ 
 

委員：菖蒲委員、山本（房）委員、竹中委員、森田委員、澤委員、拝藤委員、林会長、 

山本（昇）副会長 

ゲスト委員：高島高校 JRC 部：芝菜々子さん、川畑菜々さん、菅井麻結香さん 

高島高校 JRC 部顧問：伴教諭 

オブザーバー：榎森氏（県共募） 

実習生：菖蒲氏 

事務局：井岡局長、河野課長、杉本係長、三上、吉田、西川、宮田、八坂、橋詰 

 

【ゴール設定】 

 

 

 

 

 

 

 

募金に関する現状の課題をどのように改善していくか。どんなアクションをおこすか。 

【戸別募金】グループワーク記録 

 委員：伴、林、竹中（以上委員）河野課長、橋詰、吉田（以上職員） 

〇戸別募金の今後の展望                                       

課 題 

・社会の変化を考えると、高齢化に伴う年金生活者の増加から募金への支出が厳しくなることが推

測される。また、自治会活動に於いても集金に携われる方が減少し、省力化で年間分を一括集金す

ることになると更に支出の負担を感じられ難しさが増していくと思われる。 

・募金の機会が増えることにより、「他で募金した」という口実で断られる。募金の種類が多いこと

が負担感を強くしている。 

・募金額の７０％が地域に返ってくることを実感できない。 

・募金の使途が、少額を幅広く助成しているので住民にはわかりにくい。 

・助成を「見える化」すると理解を得られやすい。 

・赤い羽根募金と歳末たすけあい募金の違いが分からない人が多い。 

対 応：現状を維持しながら対策を考える。地道な努力が必要。 

・自治会への依頼を丁寧にする。自治会のイベントなど人の集まる時に共募の委員や社協職員が回

って説明をする。 

●第１次共同募金改革アクションプランに基づく募金運動の共有と振り返

り 
●高校生に参加してもらい、共同募金運動への理解を得るとともに、若者

の視点から共同募金運動のアイデア出しをする。 
●募金種別ごとに新しいアクションを考える。 
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・しふくのふくしに毎回共募の欄を設けて継続した広報を行う。 

・募金委員を作って活動期間に説明と募金活動を行ってもらう。（難しいと思うが・・） 

・共同募金会が主催のイベントを開催する。毎年開催して啓発を行う。 

・公共施設のロビー等に展示コーナーを設けてポスターの常設展示を行う。 

・子供たちへ共同募金についての福祉学習を実施する。 

・自治会未加入者へアプローチしていく。 

・現状では自治会単位の集め方なので未加入者には案内が届いていない。福祉や募金については自

治会で縛るものではないので、見守りなど機会を捉えて接していく。 

 

 （参考）：大津市での募金方法の一例 

  ・組単位で牛乳パックの募金箱を作り手渡しで回していく。募金をする方はお金を入れて名前

を書く。事前に自治会便りなどで募金についてのお知らせがある。 

 

【学校募金・街頭募金】グループワーク記録 

参加者：拝藤、高島高校 JRC 部 芝、川畑、菅井（以上委員）、宮田、八坂（以上社協） 

 

学校募金                                          

・今、高校生だが、小学生中学年の時、共同募金について話をしに来てくださったが、何年も前の

ことで覚えていないし、話を聴いたときも小学生だったので、よく理解できなかった。 

・小学生の時ドラえもんの募金箱を受けて協力をしていたが、先生から募金について詳しく聞いた

ことがなく、なんとなく協力をしていた。募金のゆくえを伝えないと、募金に協力しようという気

持ちがおこらない。  

・すぐに忘れてしまうので、根付くまで毎年説明しにきてくれても良いくらいだと思う。 

・部活動や生徒会でも街頭募金の呼びかけをしたらどうか。 

・JRC 部で手作りのチラシを作って、小学校や保育園、中学校等に配布してみてはどうか。手作り

風のチラシだと、割と注目をひくと思う。事前に、JRC 部でもチラシをつくるための事前の勉強会

を開催してみてはどうか。（JRC 部の活動曜日は火と木曜日） 

・高島中学校の道徳の時間（担当は昨年までは大久保先生）で、共同募金の話をさせてもらったら

どうか。自分たちが中学生のころ、高校生が（共同募金のことではないが）話をしにきてくれてい

た。高校生も平日だったが、どうにか調整をして来てくれていたのだと思う。自分達も、高体連の

ときや、期末テストの終わった期間なら時間がつくれるので、そうした時間を活用して、中学校へ

出向くこともできると思う。（学校とも要相談） 

・小学校で話をするなら、小グループになって話をきいてもらったほうが、伝わりやすいと思う。 

 

街頭募金                                                    

・街頭募金の前に事前学習と事後学習が必要。知っているのと知らないのではちがう。街頭募金の

時も「○○に使われています」としっかり募金する人に伝えながら、実施することができる。 

・街頭募金は一時間だけでなく、長時間交代でたつと効果があるのではないか。 
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・街頭募金にたっていると、子どもがいる世帯は必ず募金をしてくれる。子どもの国などで街頭募

金をしてみてはどうか。パチンコ店は狙いすぎのような気がする。 

 

その他                                             

・「自分達も募金によって助けられることがあるから、今じぶんたちにできることをしようよ」とい

うことを伝えたい。伝えるためにも心を動かすエピソードを準備すると効果的なのでは。 

・平成２５年の台風 18 号水害の時に家が浸水して、大変な思いをした。災害時などにも使われる

募金としって、さらに大切な募金だと感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【法人募金・職域募金・募金箱】グループワーク記録 

参加者：山本（昇）、森田、榎森（以上委員）、菖蒲（以上実習生）杉本、西川（以上職員） 

法人募金                                      

〇寄付金付の自動販売機の普及が進んでいない。取り組む方策を考えれば進めることができるので

は・・・。既存の会社は自販機設置環境を調べて更改時にお願いする。新規設置対象の会社をリス

トアップし、アタックする。 

〇企業には募金することによるメリットをしっかり伝える。 

職域募金                                    

〇募金先、支援先を選べる分野ごと、項目ごとの募金箱を作り目的募金を展開すれば、局面は変わ

る。（子育て支援、災害支援、まちの福祉支援、障害者支援、孤立をなくす活動支援など） 

〇職域では地域でお願いしている募金もあり、従業員としては重複感があり盛り上がりに欠ける。

会社との差別化で一工夫すべき・・・。 

〇見守り募金の取り組みを拡げる努力、態勢づくりが必要。 

【イベント募金・百貨店プロジェクトを含む新たな募金手法】グループワーク記録 

参加者：澤、山本（房）、菖蒲（以上委員）、井岡、三上（以上職員） 
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〇大口募金を得る方法                              

・自身の遺産を、今後の地域福祉のために使ってもらいたいと考えている方もいらっしゃるのでは

ないか？ 

→遺贈勉強会の開催、終活についての支援を行う中で、その方が望む形で遺産が使われるよう、支

援するのも一つ。 

→冠基金 

 

〇イベント基金                                        

・「何を目的とした募金なのか？」目的を漠然とせずに、分かりやすい目的を打ち出して、「募金」

を募る。チャリティイベントの開催も一つ。 

・赤い羽根うどんの強化。様々なイベントへ出店し、赤い羽根共同募金の理解をあらゆる層に拡げ

ていく。 

 

〇商品開発                                             

・年中行事等にちなんだ商品づくり・・・恵方巻き、紅白まんじゅう 

・赤い羽根うどんの強化 

 

〇新たな提携先                                          

コンビニとの連携を強化 

 

〇様々な対象を広げる                                      

・自治会未加入世帯を対象とした募金活動。本当に必要な世帯には、募金の必要性についても情報

が届いていないのではないか？ 

・市外、県外に転出された方も、生まれ育った高島市に愛着を持っておられる。そういった方も、

高島市に募金できるような仕組みを作れないか？ 

・若者向けのＳＮＳやクラウドファンディングで若い世代にも発信していく。 

 

〇新たなテーマ募金                                       

・子育て中の母親の孤立、子どもの貧困 ＳＯＳの発信が出しにくい、制度からも漏れやすい課題

に対しても、共感を集めていくためのテーマ募金を行う。 

⇒自分達の募金がどのように使われているのか、そのことによって、自分達の地域がどう変わるの

か？見守り募金については明確に打ち出されてる。それによって、募金というものを身近に感じて

もらうようになる。 

⇒誰もが最後まで自分らしく、ここに住んでいて良かったと感じてもらうためには？高島市の共同

募金が目指す目標を明確にし、発信していく。それによって、住民の共感を得て、一人ひとりが共

同募金に参加していけるような循環をつくる。 
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④平成２７年度第３回高島市共同募金改革検討委員会 

平成２７年９月２８日（月）１３：３０～１６：００ 
委員：市川委員、海老澤委員、山本（房）委員、竹中委員、森田委員、藤原委員、 

吉見委員、澤委員、和田委員、拝藤委員、林会長、山本（昇）副会長 

ゲスト委員：吉実 正博委員（中央共同募金会 参与） 

オブザーバー：榎森氏（県共募） 

視察：真鍋氏、吉村氏（近江八幡市共募） 

実習生：野口氏 

事務局：井岡局長、河野課長、杉本係長、三上、吉田、西川、宮田、八坂、橋詰 

 

【ゴール設定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助成に関する現状の課題をどのように改善していくか。どんなアクションをおこすか。 

 

グループワーク記録① 

参加者：林、吉見、竹中（以上委員）、真鍋（以上視察）、井岡、八坂（以上職員） 

 

〇助成を受ける側の意識改革                                     

・共同募金の助成を受けている当事者が、まず共同募金について理解をしてもらう事が必要。助成

を受ける人から順に共同募金を理解し、他の人に発信していっていただく。 

・助成団体が、街頭募金等の募金運動へ参加してもらってはどうか。自分たちで資金を集めるとい

●共同募金を長年支えてこられた吉実氏の話から「人と人をつなぐ共同募

金」の真髄を知る。 
●地域課題を解決するためのさまざまな共同募金の理解。 
●共同募金運動にするための助成金のあり方を考える。 
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うことで、募金の 1 円 1 円の大切さも感じてもらえるのでは。 

・また自分たちが努力して得た資金で活動しているという意識が生まれ、活動への意欲も高まるの

ではないか。 

・助成金ありきで活動するのではなく、助成金の申請などをとおして、自分達の活動の意味をちゃ

んと話合ってもらう機会になるのでは。 

 

〇申請書を通じてできること                                    

・申請書の書き方について「わかりにくい」等の声はあるが、自分たちの活動を振返り、努力して

申請書に記入いただくことを通して、募金のありがたみや、募金をつのることの苦労をわかっても

らうことができるのでは。助成を受けてあたり前の感覚をぬぐって、正常な感覚が戻るのではない

か。 

・申請が難しい高齢化したボランティアグループ等への支援も必要。申請書の書き方について地区

ボランティアセンターで支援させてもらってはどうか。住民コーディネーターの方がサポートする

ことを通して、グループの悩みや課題を聴き取ってもらう。地区ボランティアセンターの利用率も

あがるのでは。 

 

〇ありがとうミーティング、パートナーミーティングの開催                    

・ありがとうミーティングを実施して、助成を受けての活動の成果を報告してもらい、共同募金が

何に具体的に使われているのかを参加している方々に見ていただき、「共同募金とは何か」を理解

してもらう。まだまだ社協から助成されているという意識の人もいるので、そうした誤解を払拭す

る。 

・共同募金パートナーミーティングを実施して、募金する側、使う側が交流する機会をつくる。 

 

〇子ども、若者、生徒に力をかりる                                  

・中高生など若い人たちに協力をしてもらう。審査会に特別審査員として参加してもらう。 

小さい子どもの力を借り、芋づる式に大人への理解を得ていく。（小さい子どもが玄関先にこれば、

大人も出てきてくれる。） 

・高島高校 JRC 部に継続して協力してもらうことで、共同募金運動への主体性が徐々に生まれて

くるのでは。 

 

グループワーク記録② 

参加者：市川、森田、澤、山本（昇）（以上委員）、河野、宮田（以上職員） 

 

○伝わっていない                                       

・自分ごとになっていない 

 →地域に出向き（住民福祉懇談会やワンコインカフェ等）人から人へ書面と言葉で共同募金につ

いて伝える 

 →そのためには、伝えられる人材を育てる。 
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○何に使っているのかわからない                                  

・納得や共感ができていない 

 →「共同募金」と聞くと、「あ～」という感じで知っているが、実はよく知らない。もう一度改

めて、共同募金を説明する必要がある。 

 →そのためには、「共同募金」を知るきっかけ作り 

 

○広がらない                                          

・良いこととわかっていても、強制感がある。 

・必要性や目的がはっきりとしていて、そのために募金をしてもらったとしても、それで終わって

はいけない。そのあとが大事。 

・「共同募金」に対する意識改革が必要。「共同募金 ○○○○」といったサブタイトルを作っても

いいかも。 

・区の財政も厳しくなってきていることから、社協会費が福祉推進委員会に還元されるように、共

同募金も還元できるといいのではないか。 

 

○テーマ型                                             

・見守りだけでなく、他のテーマがあってもいいのでは。関心のあるものに募金してもらう形もあ

る。（テーマごとの募金箱） 

・見守り活動（ワンコインカフェや見守り会議等）で共同募金が財源になっていることを周知する。 

・ひきこもりのテーマもあるが、人が動くことであって、お金はかからない。 

・学童にいっていない子どもの寺子屋のようなのが増えるといいが、負担が大きい。 

・実態の中のむずかしさがある。 

 

〇申請書                                                       

・地域に出向き、事前に説明会を開催すればよい。 

・まだまだ社協とつながっていない団体がある。そこにどのようにして、周知するか 

 

○戸別募金                                   

・区一括で募金をしていると、自分の知らない間に募金をしていることになる。だから、余計に何

に使われているのかわからない。 

 

グループワーク記録③ 

参加者：海老澤、藤原、和田、榎森（以上委員）杉本、西川（以上職員） 

 

○新しいアイデア                                       

・新しいアイデアが出た。広報の分野にも入るが、１０月１日になってからポスターを市内に配布

するが、その発想をやめて、４月に助成金の募集が「はじまるよ」というポスターを配布するのも

良いのではないか。区の役員が代わった時に、助成金の募集がはじまるよと言ったポスターの方が、
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１０月１日から運動がはじまりますよ！という周知より、受け入れてもらいやすい。 

 

○活動の評価の場づくり                                   

・活動の評価については、報告の場をつくることで、評価の場としては良いのではないか。ネーミ

ングはない。 

 

○申請内容                                           

・審査の方法は改善されているが、助成金の申請内容には、あまり新しい活動が生まれていない。

地域活動に即応した活動が生まれていない。生み出せていない。専門職の責任もある。そこをどう

考えていくのかという問題、課題がある。今であれば、生活支援ボランティアなどの団体からの新

しい活動への申請がもっとあがっていても良い。そこを考えていく必要がある。 

 

○審査基準                                         

審査基準についても、あえて曖昧さを残すのが良いかもしれない。共同募金の良いところは

小さいグループでも、草の根的に活動しているグループの支援ができるところ。少し残って

いる曖昧さがあえていい。 
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⑤平成２７年度第４回高島市共同募金改革検討委員会 

日 時 平成２７年１０月１９日（月）１３：３０～１６：００ 

 

 

委員：菖蒲委員、市川委員、海老澤委員、山本（房）委員、竹中委員、森田委員、 

藤原委員、吉見委員、澤委員、和田委員、拝藤委員、林委会長、山本（昇）副会長 

ゲスト委員：戸田 由美 氏（高島市秘書広報課 主任） 

オブザーバー：榎森氏（県共募） 

事務局：井岡局長、河野課長、杉本係長、三上、吉田、西川、宮田、八坂、橋詰 

 

【ゴール設定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＷＯＴ分析、クロスＳＷＯＴによる具体的なアクション出し 

グループワーク記録① 

メンバー （委員）菖蒲洋介、山本房栄、藤原一麿、和田通 

（職員）井岡、三上 以上６名 

ＳＷＯＴ分析 

強み 

・全国的な活動で、市民みんなが知っている。

知っているので受け入れやすい。 

・７０％が市内で使われる。 

・使い道が柔軟である。 

・自分達の課題ある地域の課題解決に向けて使

機会 

・いつでも募金できる。 

・住民（寄付者）が委員会組織を作っているので、

寄付者の意見が反映されやすい仕組みである。 

・募金を通じての市民活動、ボランティア活動が

増えている。 

●市内外から注目を受けている高

島市のふるさと納税「びわ湖たかし

まえんむすび」の成り立ち、考え方

を知る。 
●共同募金に関する広報のあり方

を考える。 
●共同募金運動にするためのリー

ダーシップを出し合う。 
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われている。 

・公共性が高い。 

・共感しやすい見守り募金がある。 

・どこにでも募金箱がある。 

・ボランティア活動としても誰でも参加しやす

い。 

・寄付者と活動者の距離が近い。 

・福祉に使われていることは知られている 

・困った時は助けてくれる。ヒーロー的存在な

赤い羽根 

 

弱み 

・戸別募金への依存が高い。 

・どういった地域の課題にどう役立ったのか？

周知されていない。 

・使い道が伝わっていない。 

・これから高島市を支えていく子ども、若者に

対しての福祉教育、寄付教育が不足。 

・子ども若者も共募で支援する仕組みが不足。 

・寄付者＝現在高島市在住の方に拘っている。 

・市民は赤い羽根＝５００円払うといった考え

を持っている。市民側の自主性も低い。 

・少額のイメージ。 

・広報を読んでいる人が少ない 

・大人が寄付に対する認識が弱くなっていて子

どもに伝えられていない 

・強制力 

脅威 

・法人募金の限界。 

・自治会未加入者が増加（戸別募金） 

・人口減少→寄付者の減少 

・核家族化、少子高齢化→若い世代の理解不足 

・貧困世帯、格差の広がり 

・ボランティア活動など一部の人 

・年金世帯、一人親世帯が増えている 

・周りの困っている人に気づいていない 

 

強化戦略 

強み×機会＝強化戦略（強みを生かして機会をとらえる） 

 

弱み×機会＝補完戦略（弱みを機械で補完する） 

 

 

強み×脅威＝逆転戦略（強みを生かして脅威に対応する） 

広報〇市民みんなが知っていて受け入れやすい（強み）×若い世代の理解不足（脅威） 

→赤い羽根を視覚的にうったえる。→まちに赤い羽根の広報、スマホ、ネットで情報発信 

募金〇核家族世帯のターゲット分析（脅威）×戦略的な募金箱設置（強み） 

→例えば３０～４０代で子どもが小学生の核家族の方の行動範囲、関心事にあった募金箱の設置や

テーマ設定、ネット等によるＰＲ等 
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弱み×脅威＝回避戦略（弱みを解消して脅威の影響を抑制する） 

募金〇少額のイメージ（弱み）×人口減少、法人募金の限界（脅威） 

→目的募金を打ち出し、ターゲットを絞って法人等に協力を求める。 

募金〇地域の課題にどう役立ったのか？周知されていない（弱み）×自治会未加入者の増加、人口

減少、貧困格差の広がり（脅威） 

→共同募金以外にも、色々な募金活動があり、共募の目的がより伝わりにくい。今の社会問題に特

化したテーマをはっきりさせ、みんなが自主的に参加できるようにする。 

他 

募金〇分かりやすいテーマ型募金×子ども若者への理解を広める 

→共同募金をする気持ちが年代に関係なく拡がる。 

助成・広報〇災害準備金の理解が薄い（弱み）×共同募金の公共性（強み）＝災害時に使用する物

資を地域に助成 

募金〇高齢化の進行、貧困世帯の増加（脅威）×安心して暮らせる老後支援×遺贈 

→新たな募金手法として遺贈 

広報〇高島市で使われている（強み）×高島市在住にこだわっている（弱み） 

→高島市に生まれ、進学や就職、結婚等の理由によって、転出された方は多い。そういった方に、

高島市のために使われている共同募金の案内と募金のお願いをする。行政とも連携し、転居届を出

される際に、共同募金の話をし、共感を頂ける方には、転居先またはメールで情報発信する。遠く

離れた場所で、親や地域の心配をされている方も多いはず。 

リーダーシップ（私のできること） 

・会議の時などにパンフレット配布や時間があれば協力の呼びかけ等を行い、共同募金をアピール

する。（和田） 

・災害準備金の広報や使い道を決めた募金を広めていく（菖蒲） 

・多くの市民に知られている赤い羽根運動を子どもたちに理解されるように取り組む。具体的には

民生委員として、学校等に働きかけていきたい。（藤原） 
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グループワーク記録② 

メンバー （委員）市川清、竹中寛、林俊博、仁賀定夫、 

（職員）河野、八坂、西川、橋詰 以上８名 

ＳＷＯＴ分析 

強み 

・律儀に集めてくれる自治会がある 

・熱心な職員がいる。専任職員がいる 

・募金の使い道は無限大 

・協力企業が増えた 

・中高校生との繋がりがある 

・子どもが募金したいと思う 

・全国的な仲間がいる 

・募金期間が長い 

・赤い羽根うどんが定着 

・地域課題を解決する団体を応援できる 

・応援してくれる伴走してくれる住民委員がい

る 

・赤い羽根が頑張っていると知っている人がい

る 

機会 

・募金の機会が多い 

・全国ネットワークで信用できる 

・国民に幅広い支持を得ている 

・誰でも知ってる赤い羽根募金 

・良いことに使われているイメージ 

・来年共募７０周年 

・赤い羽根が定着している 

・募金活動が年中行事になっている 

・戸別募金の方法 

・社会課題に意識が向いている 

・このままではダメだという追い風 

・少額でも参加できる 

弱み 

・市民にとってメリット感がない 

・生活困窮者への募金のイメージが残る 

・市民生活にゆとりが無い 

・募金に無関心な人が増えている 

・募金の使途を理解している人が少ない 

・助成金の良さが伝わっていない 

・募金額が減っている 

脅威 

・強制感があり自治会単位で予算化 

・他の募金との競合 

・人口減少で戸別募金が減少 

・募金という言葉のイメージが悪い 

・助成金が少ない 

・目的がはっきりしていることに寄付が流れて

いる 

・誰でもできる善意という気持ちが薄れてきて

いる 

強化戦略 

強み×機会＝強化戦略（強みを生かして機会をとらえる） 

募金・ネットを利用する人が多い×時間を気にしない＝いつでも寄付することができるワンクリ

ック募金 

募金・全国に仲間がいる×全国ネットで信用できる＝成功事例を共有して、新しい取り組み 

募金百・全国に仲間がいる×来年７０周年＝厚労省、総務省に働き掛け寄付金付き（赤い羽根）

はがきを発行してもらう 

募金百・子供が募金したいと思う×寄付金付き商品＝子供による寄付金付き商品の企画 

広報・律儀に集めてくれる自治会がある×国民に幅広い支持を得ている＝募金研修の多い自治会
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の公表 

募金百・協力企業が増えた×良いことに使われているイメージ＝地域に貢献できる企業イメーッ

ジのアップを紹介 

募金百・協力企業が増えた×協力企業のブランド力が上がる＝ふるさと納税対象商品と絡む商品

を開発 

募金・中高生とのつながりがある×募金の機会が多い＝中高生に期間を通じて募金への働きかけ

をお願いする。 

募金・子どもが募金したいと思う× 

募金百・協力企業が増えた×赤い羽根が定着している＝寄付つき商品への協力企業を増やす 

弱み×機会＝補完戦略（弱みを機会で補完する） 

募金・高齢化社会×いつでもできる、時間がある＝ボランティア活動に参加した高齢者に対して

主催者側が１人いくらか募金する（募金百貨店ボランティア版） 

募金・高齢化社会×いつでもできる＝比較的時間のゆとりがある高齢者に協力をしてもらう。 

広報・市民にメリットが感じられない×社会貢献に意識が向いている、このままではダメという

意識がある＝（イベントなどで）市民活動内容やボランティア活動、助成金のことが相談できる

場づくり 

助成・募金の使途を理解している人が少ない×助成金が少ない＝年度別の助成金の使い方を限定

する 

広報・募金額の減少×誰でも少額から募金＝戸別募金の方へのフォローをしっかりする（礼状、

使い道の報告→目的募金につながる） 

広報・市民生活にゆとりが無い×赤い羽根は裏切らない＝今募金しておけば困ったときに助けて

もらえることをアピール 

 

強み×脅威＝逆転戦略（強みを生かして脅威に対応する） 

広報・子どもが募金したいと思う×日赤と緑の募金など競合する＝募金箱づくり、募金箱コンテ

ストなどをして子どもにわかりやすく伝えて子どもを味方にする 

募金百・協力企業が増えた×強制的なイメージ＝企業のイメージアップ、消費の中で共同募金の

アピールが可能になる 

募金百・協力企業が増えた×善意のお金だけでは社会の課題を解決できない＝協力企業にメリッ

トあるアピール方法を考える（売り上げが直接的に増えなくてもＣＳＲに熱心であることを強く

アピールすることによって企業イメージのアップの後押しはできる、募金百貨店の対象商品の幅

を増やしてもらえる） 

弱み×脅威＝回避戦略（弱みを解消して驚異の影響を抑制する） 

広報・募金の使途を理解している人が少ない×他の募金との競合、比較して＝だから赤い羽根で

しょ！とアピール 

リーダーシップ（私のできること） 

・子供と一緒に寄付金付き商品のアイデアを考える（河野） 

・自治会未加入者に募金活動をする（竹中） 
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・寄付金付き商品を増やす（西川） 

・ありがとう運動に参加します（八坂） 

・市民活動の支援、相談窓口の開設（橋詰） 

・いいね！一万人のフォームページで日本全国にアピール（仁賀） 

・老人会活動の中で共同募金を紹介（市川） 

 

グループワーク記録③ 

メンバー （委員）森田一男、山本昇子、吉見大、海老澤文代 

（職員）杉本、宮田 以上６名 

ＳＷＯＴ分析 

強み 

・テーマ別に寄付できる 

・組織がしっかりしていて信用されている 

・みんなが知っている 

・以前より周知されている 

・助成のハードルが低い 

・地域の小さな活動を支えている 

・組織が身近である 

・気楽に募金できる 

・俳句の季語になっている 

・テレビのｱﾅｳﾝｻｰが羽根を付けている 

・買い物することによって募金できる 

・子どもたちも参加できる 

・多くの人が参加できる 

・学校でありがとう運動（福祉教育） 

・募金活動に充実化 

・高校生も募金活動に参加 

・参加の用途が多様化していて参加しやすい 

・ご当地啓発グッズが作成できる 

・身近になってきた 

・いろんな世代が参加できる 

・助成によって地域のつながりが保たれている 

・名前は多くの人が知っている 

・子どもから高齢者、抜群の周知度 

・信頼性がある 

・30％は市外の支援に使用されている 

・徐々に募金の見える化が進んでいる 

 

機会 

・寄付付商品が増えている 

・災害 

・地域の活動家との接点が増えている 

・地方創生などで寄付ムードが高まっている 

・国勢調査ネット回答率高い 

・少子高齢化 

・赤い羽根募金 70 年の歴史 
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弱み 

・新しい募金者の開拓 

・競合 

・ヒット商品ヒット事業不足 

・地味 

・助成団体が少ない 

・あの人が言い続けているという人がいない 

脅威 

・募金者の人口減 

・バーチャル世界 

・自治会未加入者の増加 

・他人を考えず、個人で生きている 

・ネット化による人々のデジタル化 

 （つながりの弱さ） 

強化戦略 

強み×機会＝強化戦略（強みを生かして機会をとらえる） 

広報・「みんなが知っている」×「地域の活動している人との接点が増えている」＝使い道の知ってい

るから参加するへ 

募金百・「助成金の信頼性」×寄付付き商品の増加＝高島ブランド ヒット商品 

募金・「募金への理解、組織の安心感」×「地域活動への機会、接点の増加」 

募金・「俳句の季語・赤い羽根」×「ネット社会」＝より広い普及啓発・広報 

募金・「気楽に募金」×「ネット回答率が高い」＝ホームページに色々なタイプの寄付を紹介して、ク

リックで寄付できるようにする 

募金・「人口減少」×「ネット社会」＝ハードルを低く、楽しみながら！ 

広報・「福祉学習」×「赤い羽根 70 年の歴史」＝社会科の授業として提案（理解促進） 

広報・「俳句の季語」×「地域貢献したい企業増加」＝赤い羽根俳句の募集 

     （賞品は協賛企業から） 

弱み×機会＝補完戦略（弱みを機械で補完する） 

募金・地味×地域の活動家と接点が増えている＝情熱をもったＡさんを投入し、色々なイベントで活

動してもらう 

募金百・「ヒット不足」×「ネット寄付付き商品」＝企業とともに寄付付き商品の新商品をつくる 

強み×脅威＝逆転戦略（強みを生かして脅威に対応する） 

募金・気楽に募金ができる強みをネットワーク社会（バーチャル世界）に入り込む。ゲーム感覚の募

金システムを構築する。Ｔポイントやふるさと納税のようなことと連携しポイントをためる。何かに

活用するポイントを募金に変える。 

広報・「組織がしっかりしている」×「地方創生」＝高島外の人へ！ 

弱み×脅威＝回避戦略（弱みを解消して脅威の影響を抑制する） 

 

弱み×強み 

広報・「募金の 70％が地域に返ってくることが実感できない」×「ありがとう運動」＝周知 

広報・「競合」×「いろんな世代・子どもたちの参加」＝子ども・若者主体のイベント 

 

リーダーシップ（私のできること） 

 共同募金活動で、機会があれば（社協さんと一緒ならば）どこでも行って説明をし、募金活動を

行うことができます。（森田） 
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 寄付付き商品を買うことと、ネット上で何かできなか考える（山本） 

 ＰＴＡ役員として学校や父兄の皆様に広報できる（吉見） 

 音楽活動を通じて赤い羽根の活動を宣伝できる（吉見） 

 寄付付き商品参加企業として、より広く商品を増加させ、寄付額の増加につなげる（吉見） 

 地域の人たちに、赤い羽根および寄付金のすばらしさを伝えることならできます。（海老澤） 

 広報担当として、「しふくのふくし」で新しい取り組みをとりあげます。（杉本） 

 ありがとう運動で共募の周知（宮田） 
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⑥平成２７年度第５回高島市共同募金改革検討委員会 

平成２７年１２月４日（金）１３：３０～１６：００ 

 

 

委員：菖蒲委員、海老澤委員、山本（房）委員、竹中委員、森田委員、拝藤委員、 

林会長、山本（昇）副会長 

ゲスト委員：黒田 健 氏（エコランド社長） 

オブザーバー：仁賀定夫（共募理事）、榎森氏（県共募） 

実習生：古川 氏 

事務局：井岡局長、河野課長、杉本係長、三上、吉田、八坂、橋詰 

 

【ゴール設定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４回に出された意見を基に、また、今回の事例報告を聞いて新たな募金方法を具体策に

する。 

 

グループワーク記録① 

参加者：林、拝藤、菖蒲、竹中（以上委員）、井岡、三上（以上職員）  

 

○募金百科店プロジェクトへの協力企業を増やす                    

・高島のまちを良くする募金であることから、もっと地元企業の協力を得ることが必要で

ある。より多くの地元企業からの理解を得ていき、地元商工会の協力を得ていきたい。そ

の上で、地域通貨（アイカ）のポイントを見守り募金へ回せるような仕組みは出来ないか。 

・地元企業からの理解を得ていく上で、見守りネットワーク活動についてもっと知っても

●三重県共同募金会が取り組む「ＵＭＯＵプ

ロジェクト」を知り、高島市共同募金委員会

で取り組む全く新しい募金手法のあり方を考

える。 
●第４回共同募金改革検討委員会で出された

意見を基に「すぐに実現できる、実現に時間

がかかる、実現できない」に分けて、優先し

て取り組むべき具体策を検討し、アクション

プランにしていく。 
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らわないといけない。見守りフォーラム等にも、積極的に地元企業に案内していく必要が

ある。 

 

○いつでも寄付することが出来るワンクリック募金                       

・スマホやインターネットを通じての活動紹介。活動に共感していただける方からは、その

場でワンクリック募金出来るような仕組みをつくる。 

・若者が感じている地域課題についても使われるような募金にしていきたい。 

・滋賀県はスマホ普及率が全国ナンバー１なので、その強みも活かす。 

 

○新しい募金方法                                    

・熊本城の一口城主を参考に・・・ 

・一本〇円で、自分の木（どんぐり等）を植樹出来る体験事業を実施。山間部での獣害問題

対策として有効では無いか。 

 

グループワーク記録② 

参加者：森田、榎森（以上委員）、古川（以上実習生）、河野、吉田（以上職員）  

 

○募金百貨店プロジェクトの協力企業を増やす                       

・（法人）に掲げられた２～４の内容を検討したところ、結局は協力企業を増やす

ことに繋がっていく。 

・ＣＳＲについては、ふるさと納税に協力されている企業に対して対象商品を寄付

金付商品にしてもらえるよう働きかけを行っていく。社会貢献もしていることをア

ピールできる。 

 

○子育て世代の３０～４０代の関心ごとにあった応援募金                    

・10 の団塊の世代の参加と関連して検討した。 

・子育て世代は「福祉」に関心が薄い世代ではあるが稼働世代でもある。 

・団塊の世代は「孫育て」に関心のある世代。共に子供に目が向いている世代。 

一方、こちらも福祉の対象として関心を向けてこなかった世代なので、保護者会などの集

まりで子育て・孫育ての方たちの課題や思いを聴き、課題を具体化させていく必要がある。 

・課題解決に向けたテーマを検討して関心を向けていく。 

 

○今の社会問題(自治会未加入者の増加､人口減少､貧困格差の広がり)に特化したテーマ設定         

・例として挙げられた問題は取り組みとしては難しい。が、１８にある「遺贈」などとも

関連し、今意識が高まっている終活に関する相談を行っていくことで、また親身に関わる

ことで「遺贈」につながる可能性も出てくる。 
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グループワーク記録③ 

参加者：海老澤、山本（房）、仁賀、黒田（以上委員）、杉本、八坂（以上職員） 

 

○子どもによる寄付金つき商品の企画づくり                          

・高校生とならできるのでは。高校生の関心のあることに沿ったものが良いのでは。 

 

○子育て世代の３０～４０代の関心ごとにあった応援募金             

・消費するときは、募金百貨店でものをかってもらう。 

・PTA のあつまりで、周知するとともに関心ごとについてしる 

・子育て支援の応援募金。急な病気になった子どもをあずかってもらう時など、施

設や機関を充実させるような取り組みに募金が回せないか。 

 

○今の社会問題（自治会未加入者の増加、人口減少、貧困格差の広がり）に特化し

たテーマ設定 

・子どもの貧困をテーマにした取組ができないか子どもの就学率、就職率が上がる

と、税をおさめてくれる人口、募金に協力してくれる人口が増える。 

 

○ボランティア活動に参加した人に対して、ボランティアに応じた額を募金する      

・ボランティア活動をしてうけた謝礼を募金として、社協ボランティア・福祉学習

センターか共募が受け取るしくみをつくっておくのはどうか。謝礼を受け取らない

ボランティアグループがある中で、「謝礼をうけとって、そのまま共同募金にご寄

附いただけますよ」と案内ができるのでは。 

 

○ゲーム感覚の募金システムを構築する                      

・商工会のカードと連携して、たまったポイントを募金してもらえるようなしくみ

をつくってみてはどうか。 
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⑦平成２７年度第６回高島市共同募金改革検討委員会 
日 時 平成２８年１月２６日（火）１３：３０～１６：００ 

 
 

参加者：（委員）菖蒲委員、竹中委員、森田委員、藤原委員、澤委員、和田委員、拝藤委員、

林会長 

オブザーバー榎森氏（県共募） 

事務局：井岡局長、河野課長、杉本係長、三上、吉田、西川、宮田、八坂、橋詰 

 

【ゴール設定】 

 

 

 
第２次共同募金改革アクションプラン素案について意見だし。 

 

グループワーク記録① 

参加者：菖蒲、竹中、拝藤（以上委員）、井岡、宮田（以上職員）  

 

・使い道をしっかり知らせることが大事 

・自治会未加入世帯への対応をどうするのか。 

→市内の３割が未加入。様々な募金の機会を増やす。 

・赤い羽根と歳末の違いを明確に 

→集める時期を分けた方が、募金額が増えた実績がある。 

・小学校等全校で募金教育 

→少しの時間でも伝える必要あり。 

  先生の理解や募金額の増加につながった。 

・区や自治会の集会に参加する（Ｐ4－2） 

→誰が参加するのか？職員？ボランティア？改革検討委員？ 

・目的別とテーマ別、使途選択 

→わかりやすくするために、言葉の整理が必要 

・Ｐ4－3－2 戸別募金など → 戸別募金や に文言訂正 

・ありがとう運動について 

→具体的な使い道を伝えることが大事。今の内容では、高島市で 7 割が使われている 

ことにはならない。 

 →でも、今の内容の方がイメージしやすい 

 

グループワーク記録② 

●第２次共同募金改革アクションプラン素案について意見を出し、ブラッシュアップする。 
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参加者：林、藤原、森田（以上委員）河野、橋詰、八坂（以上職員） 

 

P1－１「～どのように使われているのかを具体的に伝えます～」 

→具体的な事例で見える化を。 

    

→市域共通のゆくえと計画のパンフレットを、たとえば各地域で内容を変えて、自 

分の地域ではどのような団体が助成を受けているのかわかるような内容にしてみてはどうか。 

 

P1－３ 「福祉学習を通して地域への愛着の心を育み、子ども・若者への寄付意識の醸成 

を図ります。」 

→民生委員も協力して、学校での民生委員体験など福祉教育を通して、共同募金の 

使い道を子どもたちに伝えることができるのでは。 

→“ありがとう運動”を、学校募金の体系図に独立させて、新たに枠をつくってみ 

てはどうか。“ありがとう運動”を埋没させず、積極的に取り組むべき事業のひとつとして、意識がさ

らに統一されていくのでは。 

P1－１～８について 

→Ｐ4 以下でもう少し詳細を示してはどうか。 

 
P6－2 「地域の地区ボランティアセンターとの連携」 

→地区ボランティアセンターと連携して助成金申請を受入れるにも、事務費がかかるので、そこを共同

募金としてどのように応援していくか。 

 

グループワーク記録③ 

参加者：和田、澤（以上委員）、榎森（以上県共募）杉本、西川、吉田（以上職員） 

 Ｐ１ 

・７割が、の表現は、突然７割の話になっているのでわかりにくい。３割の説明もない。 

・どれだけ返ってくるかではなく、何に使われているかを明確にすることが大切。 

・助成団体（寄付を受ける側）（募金する人）は不要。「助成を受ける団体」という県共募の使用してい

る文言に統一してはどうか。 

・募金や助成を・・の表現は、使い道を考えるというタイトルなので「募金」は不要。 

・取り組みを・・おこないます。の表現は、共募が何かの事業をするように捉えられる。「助成を行い

ます」だけで十分理解できる。 

・制度の狭間の問題・・の表現は、一般住民にはイメージしにくい。具体的に示した方がいい。 

・寄付者のお気持ち・・の表現は、寄付者の「思い」にした方が他の文との釣り合いが取れる。 

・子ども・若者が参画出来る・・の表現は、「審査」に参画できるに替える。 

 Ｐ２ 

・法人募金による・・のところでは、社会貢献となる法人募金のしくみづくり強化ではなく、法人募金

の強化で良いのではないか。  
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 Ｐ３ 

・広報の子ども・若者・・のところで、子ども・若者が関心を持てる広報・・の表現は、関心を「持つ」

広報・・で良いのではないか。 

・地域で７割・・の「７割」が各所に出ている。７割がそこまで大切か？ 

「地域で何に使われているか」が大切ではないか。 

 Ｐ４ 

・戸別募金→ ①住民への啓発   地道で丁寧な啓発活動 → 「地道」はとる 

       ②未加入世帯への  見守り活動など以降の文章は削除。未加入世帯との関連が見えな

い。または、「各イベントや街頭募金などを通して啓発に努めます」 

・目的募金→ ①わかりにくいので、「使い道を指定できる」などの文言を補足した方がいい。 

・学校募金→ ①左側 児童・生徒や教師の・・・の表現は、児童や生徒と教師を横並びにしていいの

か？実際はともかく、教師は外した方がいい。 

・街頭募金→ ①新たな方法～募金の使い道や・・・の表現は、「街頭募金で」募金の使い道やと言う

ように街頭募金を入れた方が分かりやすい 

 Ｐ５ 

・メモリアル寄付は、わかりにくいので、注釈をつける。記念日寄付。 

 Ｐ６ 

・助成方法の見直し・・は、第１次と同じ文面だが、第２次計画では既に実施しているので更なる展開

を示した方がいいのではないか。 

・助成団体の支援・・は、助成団体の活動を見学させていただきの表現を「活動の場を訪問し」に修正 

・地域課題解決型の助成・・は、高島市まちづくり委員会を高島市まちづくり推進会議に訂正 

 Ｐ８ 

・社協と共募の連携・・は、連携なのか協働なのか？ 他団体や企業との連携はどうなるの？Ｐ１との

文言と関係性を持たせた方がいい。 

 全体を通して 

・住民と市民について、自立した意識を持って活動に参加するという意味では市民というのが適当だと

思われる。ご一考頂きたい。 
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  名  前 所 属 等 

高島市共同募金委員会改革検討委員 

１ 菖蒲 洋介 マキノぬくもりネットワーク 

２ 市川 清 今津ふくしの会 

３ 海老澤文代 朽木住民福祉協議会 

４ 山本 房栄 安曇川住民福祉ネットワーク 

５ 竹中 寛 高島住民福祉ネットワーク 

６ 森田 一男 新旭住民福祉協議会 

７ 藤原 一麿 高島市民生委員児童委員協議会連合会  

８ 福井 順一 募金百貨店プロジェクト協賛企業 淡海酢㈲ 代表取締役 

９ 吉見 大 募金百貨店プロジェクト協賛企業 ㈲大開建設 代表取締役 

１０ 澤 孝彦 淡海ネットワークセンター 

１１ 和田 通 高島市役所市民生活部 次長 

１２ 拝藤 あい子 高島市社会福祉協議会 理事 

１３ 林 俊博 高島市共同募金委員会 会長 

１４ 山本 昇子 高島市共同募金委員会 副会長 

１５ 榎森 清高 滋賀県共同募金会（オブザーバー） 

ゲスト委員 

第２回 芝 菜々子 高島高校１年 ＪＲＣ部 

第２回 川畑 菜々 高島高校１年 ＪＲＣ部 

第２回 菅井 麻結香 高島高校１年 ＪＲＣ部 

第２回 伴 禎 高島高校教諭 ＪＲＣ部顧問  

第３回 吉実 正博 中央共同募金会参与 

第４回 戸田 由美 高島市役所 秘書広報課 主任 

第５回 黒田 健 河田フェザー 社長 

事務局 

２０ 井岡 仁志 高島市社会福祉協議会事務局長 

２１ 河野 みゆき 高島市社会福祉協議会地域福祉課長 

２２ 杉本 学士 高島市社会福祉協議会地域福祉課地域支援係長 

２３ 三上 唯之 高島市社会福祉協議会地域福祉課コミュニティワーカー 

２４ 吉田 利子 高島市社会福祉協議会地域福祉課コミュニティワーカー 

２５ 西川 利政 高島市社会福祉協議会地域福祉課コミュニティワーカー 

２６ 宮田 早苗 高島市社会福祉協議会地域福祉課コミュニティワーカー 

２７ 八坂 麻美 
高島市社会福祉協議会ボランティア福祉学習センター 
ボランティアコーディネーター 

２８ 橋詰 勝代 
高島市社会福祉協議会ボランティア福祉学習センター 
プログラムオフィサー 高島市共同募金委員会事務局 

高島市共同募金委員会改革検討委員（平成２７年度） （敬称略） 
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高島市共同募金委員会 理事 

（平成２７年３月現在） 

                            

名  前 所  属  等 

林 俊博 高島市災害ボランティア活動連絡協議会運営委員 

中捨博章 高島市福祉施設協議会代表 

小多 明 マキノ民生委員児童委員協議会  

山本昇子 高島市福祉のまちづくり推進委員会委員 

仁賀定夫 ＮＰＯ法人ｅネットびわ湖高島 理事長 

西沢恵利 募金百貨店プロジェクト協賛企業 ㈲とも栄菓舗 専務取締役 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（敬称略） 




